
 

 

 

 

 

 

区自治協議会(第 8期)を振り返って 

～成果と課題～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市区自治協議会会長会議 

令 和 5 年 3 月 ３ １ 日

資料６



はじめに 

 

区自治協議会は、平成 19 年の政令市移行に伴う区制施行に合わせ設置されて以

来、「協働の要」として、多種多様な地域課題の解決に向けたさまざまな取組を重ね

てきました。 

本資料は、第 8 期の各区自治協議会が、どのような地域課題に対して、どのよう

に考え取組を展開してきたか、またその取組の結果・成果・課題などについて記録

し次期以降へと引継ぐことで、今後の区自治協議会のさらなる活性化へと繋げるこ

とを目的に作成したものです。 

地域の特性・事情に応じた各区の工夫した取組が記録されていますので、これから

の区自治協議会委員におかれましては、自らの区はもちろん、他区の取組についても

ご一読いただき、今後の地域活動の一助にしていただきたいと思います。 

また、巻末には、区自治協議会の活動・運営における課題について、全委員を対象

に実施したアンケート結果と、その解決に向けた各区自治協議会の意見交換概要を掲

載しましたので、こちらもご参照いただき、今後の活動に際して参考にしていただき

たいと思います。 

結びとなりますが、区自治協議会委員として、住民自治の推進にご尽力いただいた

今期 250 余名の委員の皆さまに、会長会議を代表して感謝を申し上げます。 

 

新潟市区⾃治協議会会⻑会議 

座⻑ 後藤 岩奈
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北区自治協議会（第８期）を振り返って 

 

北区自治協議会会長 神田 征男 

 

 

１ はじめに 
  令和 3 年度からの第 8 期区自治協議会は、委員 30 名中、新メンバーを 14 名

加えてのスタートとなりました。毎月一回住みよい北区のまちづくりに向けて話し

合い、地域課題の解決に取り組んできました。 

  今期は、現行の区ビジョンまちづくり計画が令和 4 年度で終了するため、次期計

画策定のために、令和 3 年度は「次期区ビジョンまちづくり計画策定 北区自治協

議会 ワークショップ」を開催、令和 4 年度には、「次期区ビジョンまちづくり計画

策定 特別部会」を設置し、今後の北区のまちづくりの方向性について話し合いま

した。北区のまちがより活性化されるためにできることを委員全員で考え、次期計

画に反映することができ、区自治協議会委員としての役割も果たせたものと思って

います。 

部会でも地域の身近な課題を話し合って事業を行い、地域課題解決に貢献できた

のではないかと思います。 

  次期区ビジョンまちづくり計画施行の年となる令和 5 年度からの区自治協議会

はどうあるべきか、その参考にしていただきたく、第 8 期の活動成果や課題などに

ついて報告します。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 
(1) 全体会について 

ア with コロナ時代にあわせた会議運営 

  新型コロナウイルス感染症が日本に発生してから数年たち、当初はその対策

に試行錯誤する日々が続いておりましたが、昨今では with コロナ時代として、

現状に合わせたスタイルでイベントや会議等が開催されるようになりました。   

区自治協議会でも、3 年度までは書面開催なども行いながら運営しておりまし

たが、4 年度に入ってからは、オンラインでの参加も何度か行い、時代にあわ

せたスタイルでの開催を試みはじめたところです。 

  with コロナ時代にあわせた手法での会議運営も視野に入れながら、柔軟に対

応していくとともに、対面で深まる委員同士のコミュニケーションも大切にし、

持続可能な運営を行っていきたいと考えています。 
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イ 次期区ビジョンまちづくり計画策定 北区自治協議会ワークショップ 

  令和 3 年 11 月 25 日に、区自治協議会委員 23 名が参加し、標記ワークシ

ョップを行いました。これまでの計画を振り返り、現状と課題を認識し、そこ

から得られた課題から今後の区の方向性を考えました。 

区の将来像に到達するための目標として掲げた 5 つの「目指す区のすがた」

ごとにグループを作り、事前学習をして話し合いました。 

主な意見として、「自然環境保全のための情報共有・研究、担い手の育成と生

きがいや喜びにつながる自治活動への支援が必要」、「大学生とコラボし商品開

発を行いブランド力を高める」、「住民自身が情報を寄せるとともに必要な情報

が集約されるような仕組みをつくる」、「高齢になっても安心して暮らせるよう

な地域づくりを行政とともに行う」などがありました。出た意見を参考に、次

期計画が検討されました。 

 

ウ 区自治協議会委員研修会の実施 

 令和 3 年度は、委員からの要望の多かった「防災」について、地域防災に詳

しい新潟大学 卜部厚志教授を迎え、災害時に役立つ知識を学びました。それぞ

れの団体等に戻った際に役立つ研修会となりました。 

 令和 4 年度は、北区の歴史、施設の活用などについて理解を深めるため、閉

校した小学校を改装して開館した新潟市文書館を見学しました。 

 

エ 区自治協議会提案事業実施方法の見直し 

これまで区自治協議会では、1 年単位で提案事業を実施していましたが、よ

り充実した事業を展開するため、実施方法を見直しました。 

1 年目は、北区の現状や課題を把握するため調査・研究等を行い、その課題

解決のために区自治協議会としての取組を考え、2 年目に事業として行う、2

か年での展開とします。これにより委員一人ひとりが自分事として課題を捉え、

課題解決に向けての事業を効果的に実施できると考えています。 

第 9 期区自治協議会から、委員任期の 2 年間をひと区切りとして、地域の課

題解決の一助となる区自治協議会提案事業に取り組むこととしました。 

 

 (2) 部会・提案事業について 

ア 総務部会 

総務部会は、区自治協議会全体の運営、協議内容の検討、区自治協議会だよ

りの編集を所管する部会です。 

全体会の内容を事前に確認し、より活発な区自治協議会とするにはどのよう

にすべきか検討を行いました。 
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イ 地域づくり部会 

  地域づくり部会は、賑わいづくり、公共交通、地域産業、人口減少、空き家

活用、防災分野を所管する部会です。 

  令和 3 年度は、今まで防災に関心の薄かった若い世代を中心に、防災の基礎

知識やコロナ禍における防災などの啓発を目的に、親子参加型事業「親子でわ

くわく！あそんでまなぼうさい！！in 北区」を開催しました。 

  令和 4 年度は、令和 3 年度の実施事業を地域に発信し、希望のあった地域団

体と連携して共催形式で 2 回実施しました。 

 

ウ 福祉教育部会 

  福祉教育部会は、子育て、教育、医療・保健、福祉分野を所管する部会です。 

  令和 3 年度は、誰かにかけたい言葉、自分がかけられたい言葉について考え

る機会を幅広い世代に提供することで、いじめや虐待の防止、引きこもり対策

につなげるとともに、思いやり、支え合える関係づくり、地域づくりの大切さ

を広めることを目的に「『あったか言葉』っていいね」を実施しました。 

    令和 4 年度は、定年退職後の人や地域活動に興味があってもなかなか一歩

を踏み出せない人が、活動をはじめられるように後押しすることを目的に「応

援します、あなたの一歩」講座を開催しました。また、自分の体の状態を確認

し、それぞれに合った筋力・バランスアップ運動などを学び、自身の体の健康

について考える機会として、新潟医療福祉大学の知識を活用した「行ってみよ

う大学！あなたのための健康講座」を開催しました。 

 

エ 自然文化部会 

  自然文化部会は、文化・スポーツ、環境、空き家対策分野を所管する部会で

す。 

  令和 3 年度は、北区の自然の魅力を見つめ直し、区内外へ広く魅力発信する

ために、福島潟の魅力ＰＲ動画の制作、「北区の魅力再発見！フォトコンテス

ト」を実施しました。 

  令和 4 年度は、前年度と同様の目的で、ビュー福島潟名誉館長の遠藤真理さ

んを招き、福島潟や北区の自然・文化の楽しみ方について意見交換する「遠藤

真理さんと語る 福島潟のたのしみ潟（かた）」を開催しました。また、フォ

トコンテストも再度開催し、昨年度以上にカレンダー作成やＳＮＳ発信など魅

力発信活動を積極的に行いました。 

 

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 
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３ おわりに 
   今期は、「次期区ビジョンまちづくり計画」に関する少人数でのワークショップ

や特別部会において活発な議論ができました。一方全体会では、「区からの報告事

項が多く、人数も多いため意見が出しにくい」、「全員が参加するための工夫が必要」

などの声がありました。 

新しい体制のもと、活発な議論が行われ、コロナ禍でも多様な手段で地域課題へ

の取組を行いました。 

協働の要としてさらなる活動の活性化が図られることを期待します。 
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令和 3年度 
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令和 3年度 
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令和 3年度 



8 
 

令和 4年度 
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令和 4年度 
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令和 4年度 
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令和 4年度 
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東区自治協議会（第８期）を振り返って 

 

東区自治協議会会長 後藤 岩奈 

 

 

１ はじめに 
  東区自治協議会では、地域を取り巻く環境が変化していく中、地域課題解決のた

め第 7 期まで、設置する各部会において毎年度、区自治協議会提案事業を実施して

きましたが、各部会では、事業の準備や検討に多くの協議時間が割かれることで、

地域課題に関する深い議論ができないという課題がありました。 

  そこで第 8 期では、委員任期の 1 年目を地域課題に関する調査・研究に充て、

2 年目を調査・研究に基づくアクションの年と位置づけ、区自治協議会提案事業を

実施してきました。 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、各委員が思い描く活動はできなかった

部分もあるかもしれませんが、委員一人ひとりが、区民と区役所をつなぐ「協働の

要」としての役割を果たすため、考え、行動した 2 年間だったと思います。 

  次期の東区自治協議会において、さらなる地域課題の解決に取り組んでいただけ

るよう、第 8 期の東区自治協議会の成果や取組をここに報告いたします。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 

(1) 全体会について 

 ア 「東区バス（松崎ルート）への小型ノンステップバス」の導入 

   東区では、平成 19 年 4 月から 2 路線（松崎ルート・河渡ルート）の区バス

を運行しており、区民の移動手段として利用されています。第 7 期の令和 2 年

9 月に市長へ「東区バスへの小型ノンステップバス車両の導入を早期に進めてい

ただきたい。」との要望書を提出いたしました。 

   その結果、第 8 期の令和 3 年 10 月より東区バス（松崎ルート）において、

小型ノンステップバスが導入され、乗降がしやすくなったことで区民の皆さまか

ら喜ばれており、大きな成果であったと思います。 

 

イ 会議運営 
   第 8 期の会議運営は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたと感

じています。緊急事態宣言等による会議会場の利用制限などにより、全体会や各

部会の休会・書面開催、会場レイアウトの変更など、これまでにない運営を余儀

なくされました。また、全体会の議論が低調であったと認識しています。第 8 期
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の後半は、新型コロナウイルス感染症の実態や対処方法などが分かってきたこと

から、しっかりと対策を取り、意見が出ない場合などは、議論が活発となるよう

強引ではありますが指名により発言をしてもらうなど工夫を凝らしながら取り

組みました。今後、議論をどのように活発化させるかは、各委員が抱える日頃の

課題感や所属する団体の活動等を共有していくことが大切であると感じていま

す。第９期の委員の皆さんが自ら考え、区自治協議会の活性化について意見を巡

らせることを期待します。 

 

ウ 区自治協議会の認知度向上への取組 

   平成 30 年度の「市政世論調査」では、東区は、区自治協議会の認知度が 8 区

中、最下位となっていました。区自治協議会の活動を知ってもらうため、各事業

の中で積極的にＰＲするとともに、広報紙「自治協かわらばん」を区だよりの紙

面に掲載するなど、認知度向上への取組を行ってきました。 

   令和 2 年度の同調査では、区自治協議会の認知度が 2.6 ポイント上昇してお

り、これまでの積み重ねが実を結んだものと感じています。 

   とはいうものの、決して高い認知度ではありませんので、区自治協議会の活動

や取組を多くの区民の皆さんに知ってもらうための取組を模索していきます。 

 

エ 区ビジョンまちづくり計画 

   新潟市では、令和 5 年度から令和 12 年度までのまちづくりの方向性を示す

「新潟市総合計画」を策定しました。それに伴い、東区においても「東区区ビジ

ョンまちづくり計画」が策定されました。 

   東区自治協議会では、令和 3 年 11 月に開催された「区ビジョンまちづくり計

画策定 東区自治協議会ワークショップ」を皮切りに、各部会においても協議を

重ねながら区へ意見を述べてきました。 

   今後、「東区区ビジョンまちづくり計画」に基づき、東区の特色を活かしたまち

づくりが行われ、区民の皆さんが心豊かに東区で暮らしていけるよう期待します。 

 

 (2) 部会・提案事業について 

  東区自治協議会では提案事業について、単年度での事業実施には事業の準備や検

討に多くの協議時間が割かれ、深い議論ができないまま事業実施に至るとの課題が

あったことから、令和 3 年度は、地域課題の解決に向けた調査・研究の年と位置づ

け、各部会でテーマ設定を行いました。 

  テーマ設定の具体的な方法は、関係部署から区の現状を聞き取るとともに、日ご

ろ各委員が感じている地域課題について、ワークショップ形式で 3 回程度意見交

換を行いながらテーマの絞り込みを行いました。 

  その後は、テーマに関する学習会や勉強会、アンケート調査などを実施し、令和

4 年度の事業内容などを検討しました。 
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  令和 3 年度に設定した各部会のテーマは以下のとおりとなります。 

   第 1 部会「自治会・町内会の担い手不足解消」 

   第 2 部会「“地域で子どもを育てる”意識と地域の子どもの居場所支援」 

   第 3 部会「公共空間・施設の利活用」 

  令和 4 年度は、各部会で設定したテーマを基に事業を実施しました。 

 

 ア 第 1部会 

   第 1 部会は、「市民協働部門」として、コミュニティ（地域活動・市民活動）、

防犯・防災・交通安全や行政運営などを所管する部会です。 

   令和 3 年度は、勉強会や自治会長・町内会長を対象としたアンケート調査を行

いながら、地域課題を「自治会・町内会の担い手不足解消」と設定し、令和 4 年

度は、テーマの解決方法として、自治会・町内会の活動を知ってもらうための「回

覧板（バインダー）」の作成（運営に携わる方を増やす取組）及び活動の効率化な

どを図るための「運営事例集（活動に関する負担軽減につながる取組）」の作成に

取り組みました。 

 

 イ 第 2部会 

   第 2 部会は、「福祉・教育・文化部門」として、福祉・子育てや教育・生涯学

習、文化・スポーツなどを所管する部会です。 

   令和 3 年度は、学習会や東区内の子ども食堂運営者を対象としたアンケート

調査を行いながら、地域課題を「“地域で子どもを育てる”意識と地域の子どもの

居場所支援」と設定し、令和 4 年度は、テーマの解決方法として、東区社会福祉

協議会と連携して「こども食堂支援に関するパンフレット・ポスター」の作成及

び子ども食堂の運営者と支援を考えている方々とのつながりづくりを目的に「こ

ども食堂フェア」の開催に取り組みました。 

 

 ウ 第 3部会 

   第 3 部会は、「産業・環境部門」として、商工業・農業・観光や住環境（公害・

ゴミ・公園・下水）、都市交通・都市景観、自然環境などを所管する部会です。 

令和 3 年度は、勉強会などを行いながら、地域課題を「公共空間・施設の利活

用」と設定し、令和 4 年度は、テーマの解決方法として、東総合スポーツセンタ

ーの休館日にあえてキッチンカーを招致することで、にぎわいが創出されるのか

実証を行い、実証を基に地域でキッチンカーを活用したにぎわいの創出が図られ

るよう「地域向けキッチンカー誘致マニュアル」を作成しました。また、東区内

の公園などの施設の利活用を促すため、インスタグラムを活用した「新潟市東区・

家族でお出かけ写真投稿キャンペーン」に取り組みました。 

 

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 



15 
 

3 おわりに 

  昨今のコロナ禍により、私たちの生活様式や行動は、大きな変化を余儀なくされ

ました。会議の書面開催や感染予防対策への配慮などの対応が必要となり、改めて

会議の運営方法や、区自治協議会の活動のあり方を見直す時期にあると考えます。 

  また、今期から、地域課題の把握や効果的な区自治協議会提案事業を実施するに

あたり、委員任期 2 年のうち 1 年目を地域課題に関する調査・研究、2 年目をア

クションの年とする見直しを図ったことで、今後新しい展開が始まるものと期待し

ています。 

  第 9 期区自治協議会が、新しい体制の中で、区民と区役所の「協働の要」として

の役割を果たし、私たちの東区がますます住み良いまちとなるよう取り組んでいく

ことを願います。 
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中央区自治協議会（第 8期）を振り返って 

 

中央区自治協議会会長 佐藤 雅之 

 
 

1. はじめに 

第 8 期中央区自治協議会では、感染症に対処しながらどのように①市からの諮

問に答申し、②地域課題を解決する活動ができるかを考えながら、全体会の運営

や部会活動を行い、審議・検討や地域課題の解決に向けて取り組んできました。 

特に新たな区の方針となる区ビジョンまちづくり計画を策定するため、委員全

員で原案を繰り返し討議し、意見を集約しました。結果、区民全体の意見という

形で満足のいく答申ができたと考えています。 

   また、部会では、コロナ禍による影響で活動が思うように進められない場面も

ありましたが、委員それぞれが自発的に課題に取り組み、最後までやり遂げるこ

とができました。以下、その成果と課題を振り返ります。 

 
 
2. 取組内容・成果・課題 

（１） 全体会について 

ア コロナ対策について 

コロナ禍の影響を踏まえ、参集する形での会議開催時においては、運営ガ

イドラインに基づき、出席者の密集・密接を回避するための会場選択や座席

の配置、出席者への感染防止対策の徹底などの対策を講じることで、安心・

安全な会議運営に努めてきました。 

また、一部の関係所属については、3 密回避のため、庁内ＷＥＢ配信を活

用した出席方法での会議参加や、感染拡大時等については、開催方法を書面

開催に切り替えるなど、新たな生活様式や感染状況の変化にあわせた会議の

在り方について柔軟に対応してきました。 

 

イ 審議・検討に重きをおいた取組 

 全体会では、必要な案件を整理し、要点を絞った簡潔でわかりやすい資料

作成や原則資料の事前配布を担当課・事務局にお願いすることで、委員が議

論しやすく地域の意見を届けやすい運営を心掛けました。 

また、全体会が活発な議論の場となるよう、市からの意見聴取、報告事項

だけではなく、委員相互の課題認識と情報共有として、「委員提案に基づく
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討議」の時間を新たに設定し、これまで 12 件の討議事項について意見交換

をおこない、会議の活性化に努めました。 

   

  ウ 委員向け研修会の実施 

     中央区自治協議会委員を対象とした区独自の研修会を開催しました。 

    令和 3 年度においては、区自治協議会設置から 15 年目を迎え、全体会で

は報告事項が主で、議事についても、内容に関係する一部の人が発言する

に留まっており、初めて委員に就任された人の中には、余りにも会議が

淡々と進み、会議の重要性や必要性が十分に理解されていないことが懸念

されたことから、委員のみなさんに改めて役割を認識していただくととも

に、自治基本条例に定める自治の基本理念や基本原則等を確認することを

目的に、「新潟市自治基本条例及び新潟市区自治協議会条例について」の研

修会を開催しました。     

    令和 4 年度においては各部会の活動について、その活動経緯や取組内容、

成果等を発表する場として、「委員活動報告会」を委員自らの提案で開催し

ました。委員からは、「全体会では概要の報告を聞くだけで、他の部会がど

んな活動をしているのか良くわからなかったので、とても勉強になった。」

「他の部会の活動を知れて、良い刺激になった。」といった意見があり、取

組を超えた活発な意見交換や、新たな気づきが生まれました。 

2 年間の活動を通じた中で、これらの研修会を開催することで、委員の意

識・認識の向上と、区自治協議会のさらなる活性化に努めました。 

 

  エ 区ビジョンまちづくり計画 

     平成 27 年から 8 年間の計画で策定された中央区区ビジョンまちづくり

計画が令和 4 年度で期間を満了するため、今期では、次期中央区区ビジョ

ンまちづくり計画策定のための議論を多く行いました。 

     令和 3 年 11 月に開催された次期区ビジョン策定に向けたワークショッ

プをはじめ、各部会においても協議を重ねながら区へ意見を述べてきまし

た。 

     今後、新たな「中央区区ビジョンまちづくり計画」に基づき、中央区の

魅力を活かしたまちづくりが行われることを期待します。 

 

（２）部会・提案事業について 

ア 第 1部会 

第 1 部会は、「商店街、産業／まちなか回遊、交流人口」の分野を所管す

る部会です。 
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第 8 期では、新潟駅・万代・古町を結ぶ都心軸の周辺エリアである「にい

がた 2 ㎞」を市民目線で盛り上げるため、隠れた魅力を掘り起こし、活気あ

ふれる「歩きたくなるまち」のきっかけ作りを検討し、「にいがた 2ｋｍ」

エリアのさらなる活性化を図るため、イベント「にいがた 2km ガチャラリ

ー」を開催しました。1 日のみのイベントではありましたが、住民参加型イ

ベントとして、「にいがた 2ｋｍ」の魅力を多くの方々にアピールすること

が出来たと考えます。 

 

イ 第 2部会 

第 2 部会は、「協働、健康・福祉」の分野を所管する部会です。 

 第 8 期では、子どもと高齢者を対象に、地域の抱える福祉分野の課題を解

決する地域内の支えあいづくりを目的として、提案型による協働事業を実施

しました。 

 採択された 1 事業に対し、助言やサポートを行い、実効性の向上を図りま

した。 

 その他、Ｇ7 サミット開催に関連し、美しい新潟市を国内外に PR し、さ

らなる交流人口の拡大を図るため、「Ｇ7 サミット・おもてなし美化活動」

として、区民や事業者等を対象とした環境美化啓発活動を実施しました。 

  

ウ 第 3部会 

     第 3 部会は、「教育連携・社会教育／防災・防犯／歴史・文化」の分野を

所管する部会です。 

     第 8 期では、中央区の魅力（歴史・文化、スポーツ、文教など）に対す

る各世代の現状認識の把握のため、中央区市民アンケートを実施しまし

た。実施結果をもとにしながら、若者が多い中央区の特性を活かし、若者

との連携を軸に、より効果的な中央区の魅力発信の手法等について、意見

書としてまとめました。今後、この結果を参考にしながら、中央区の魅力

普及につなげてほしいと考えています。 

 

エ 第 4部会 

第 4 部会は、「都市機能、まちなみ／生活環境／水辺、緑化」の分野を所

管する部会です。 

 第 7 期で取り組んだ「空き家対策」を第 8 期でも引き続きテーマとし、

令和 3 年度は、空き家問題は個人だけではなく、地域としての課題であるこ

とを認識してもらい、適切な空き家管理や活用を進めてもらおうと、自治

会・町内会長を対象とした空き家対策に関する講演会を開催したほか、令和
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4 年度は、空き家を空き家のままにしないための啓発として、古民家・空き

家を利活用した事例の紹介動画を作成し、ＨＰで公開することで、多くの市

民に周知・啓発することができたと考えます。 

 

オ 中央区自治協議会だより編集部会 

中央区自治協議会だより編集部会では、区自治協議会がどのような組織で

あるか、どのような活動を行っているのか、その基本的な疑問を意識しなが

ら「中央区自治協議会だより」を年 2 回発行しました。限られた紙面の中

で、読み手の視点を考え、工夫して取り組む事で、認知度向上に努めまし

た。 

 
※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 

 

 

3. おわりに 

   今期は、第 7 期に引き続き、コロナの影響を受けながらの活動となりました。

全体会の中止や書面開催、感染拡大防止策などのこれまでとは違った対応をとるこ

とを余儀なくされました。部会活動においても、事業計画の見直しや調整などが必

要となりました。このような状況においても、委員一人ひとりが状況を理解し、柔

軟に対応してきたおかげで、全体会・部会ともに大きな混乱もなく、「新しい生活

様式」に対応した提案事業を実施することができました。 

   また、区自治協議会が設置され、15 年以上経過しました。形骸化されつつある

区自治協議会を、どうやって活発な議論の場とするのか。また、社会情勢が大きく

変化し、住民ニーズが多様化する中において、委員それぞれが、いかに地域課題に

積極的に関わることができるようにするかなど、改めて区自治協議会の役割につい

て考え、研修会の開催や、委員間討議の設定、部会活動報告会の開催など、新たな

試みを試行錯誤しながら実施してまいりました。 

   今後も引き続き、この区自治協議会をより素晴らしいものにするために、研修の

充実や、諮問機関としての議論の活性化、効果的な提案事業の内容選定と事業実施

等をさらに推し進めていく必要があると考えています。 

   特に提案事業として実施する取組については、委員のみなさまからも「取組の継

続性が無い」や「行政からやらされ感がある」等の指摘があります。 

来期以降においても、これらの課題について積極的に討議し、区自治協議会の設

置目的である「市民と市とが協働して地域のまちづくりや地域課題に取り組み、更

なる住民自治の推進」の取組を進めることで、中央区のさらなる発展につながるこ

とを期待しています。 
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令和 3年度 
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区　分

備考

【令和4年度実施事項】
○隠れた魅力を発見しながらまちをめぐる、「にいがた2kmガチャラリー」イベント開催
　＜実施日時＞
　　令和4年10月15日（土）11時～16時
　＜実施会場＞
　　①新潟駅万代口前、②新潟日報メディアシップ１階、③古町ルフル広場
　＜実施内容＞
　　　参加者から各会場に設置した段ボールガチャを回してもらい、出てきたカプセルの
　　中のクイズに答えてもらう。（クイズは「にいがた2km」エリア内にあるものを題材にし
　　た3択問題。集まったクイズの数：136問、作成した段ボールガチャ：24台）
　＜参加者数＞
　　３会場合計：のべ1,030人

テーマ・事業名

事業目的・概要

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○新潟駅や新潟の都心が大きく変わろうとしている今、このエリアを市民の皆さんにより楽しん
でもらいたいという委員の意見が多く挙がったことから、市が取り組みを進める「にいがた2km」
に関連する取り組みを行うということで検討を進めてきた。

○イベント参加者へアンケートを行った結果、118名から回答があり、①参加者の年齢層は「40
代」が最も多く28.9％、②居住地は「中央区」からが最も多く53.4％、③イベント情報の入手方法
は「ポスター・チラシ」が最も多く47.1％、④イベントの感想は「とても楽しかった」と「まあまあ楽し
かった」を合わせると92.4％という状況であり、このイベントで「にいがた2㎞」を知るきっかけ作
りをし、更なる活性化を図るという事業の実施目的は達成できたものと考える。また、⑤クイズ
の難易度は「やや難しい」と「難しい」を合わせると43.2％であり、隠れた魅力の発見につなげる
こともできたと考える。

○アンケートの中でも「歩いてみると案外近いことを実感できるので良い取り組み。」といったご
意見もあり、今回のイベントに参加した人が実際に「にいがた2km」を歩いてみる、クイズの題材
となった場所を訪れてみるといった化学反応に期待したいと思う。

○今回の企画は地域や部会を越えて一体となることができた新しい取り組みだったと思う。例
えば、ポスターやチラシを所属する地域コミュニティ協議会や団体に持ち帰って掲示、配布をし
たほか、各団体の方々からアイディアをいただいたり、他部会の方々に呼びかけてお手伝いを
していただいたりなど、地域や中央区自治協委員全体を巻き込んで関わる機会を設けるよう意
識した。
１日のみのイベントだったが、当日は市民等も巻き込む住民参加型のイベントとして「にいがた
2km」の魅力を多くの方々にアピールすることが出来たと思う。参加者からはイベントの継続を
望む声も上がり、中央区自治協議会が地域と行政を繋いだという手応えを確かに感じた。これ
からも中央区自治協議会の活動が地域と協働していくことを期待している。

「にいがた2km」エリアの活性化
～市民目線で隠れた魅力を発信～

　新潟駅・万代・古町を結ぶ都心軸の周辺エリアである「にいがた2km」を市民目線で盛り上げ
るため、パンフレットなどでは紹介されていないような隠れた魅力を掘り起こし、活気あふれる
「歩きたくなるまち」のきっかけ作りを検討し、地域住民参加型で「にいがた2km」エリアのさらな
る活性化を図る。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価

事業の公益性・実効性・効率性の評価など

区自治協議会提案事業　事業評価書

内　　容

中央区自治協議会　第1部会

  
令和 4年度 
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区　分

＜未来への種まきプロジェクト＞
○応募があった事業の選考を行い、採択した事業のサポートを行った。
　・事業名
　　徘徊模擬訓練In入舟地区（団体名：入舟地区　徘徊模擬訓練実行委員会）
　・事業内容
　　認知症になっても安心して暮らせるまちづくりとして、徘徊模擬訓練を開催。
　　模擬訓練を通して認知症を正しく理解し地域で支え合う方法を体験する。
　・実施日
　　9月28日
　・参加人数
　　約70名
　・サポート内容
　　運営の人的支援、かかる費用の負担（10万円）

＜Ｇ7サミット　おもてなし美化活動＞
○チラシ・ポスターの作成・配布
環境美化を区民や事業者に呼びかけるため、チラシ・ポスターを作成し、区内の自治会や小中
学校、事業所配布した。
○展示会の実施
環境美化の啓発や第2部会の活動を紹介する展示会を3月16日～22日にNEXT21で開催した。

テーマ・事業名
　　　　　　　　　　　・未来への種まきプロジェクト～育てよう！ささえあいの気持ち～
　　　　　　　　　　　・Ｇ7サミット　おもてなし美化活動

事業目的・概要

＜未来への種まきプロジェクト＞
こども・高齢者に関連した地域が抱える課題を解決する支えあいづくりを目的とする。この目的
の達成をかかげる事業を募集し、自治協委員との協働により、その事業の効果を高める。

＜Ｇ7サミット　おもてなし美化活動＞
G7サミットの開催に向け、新潟市に訪れるG7サミット関係者へ、新潟市の魅力を感じてもらうと
ともに、美しい新潟市を国内外にPRし、さらなる交流人口の拡大を図るため、区民や事業者等
を対象に環境美化啓発活動を実施する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

区自治協議会提案事業　事業評価書

内　　容

中央区自治協議会　第2部会

  令和 4年度 

（次頁に続く） 
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備考

○第2部会は地域コミュニティ協議会の地域団体のほか、社会福祉協議会やはっぴいmama応
援団、新潟青陵大学福祉心理学部といった福祉の専門分野に関わる委員らで構成している。

＜未来への種まきプロジェクト＞
○委員より所管分野で興味・関心がある課題として、認知症のケアやこどもの居場所づくり等が
あげられたため、高齢者やこどもに関する地域課題を解決しようとする取り組みを募集した。

○昨年度コロナ禍で開催できなかった「こどもを取りまく地域課題について」の勉強会を5月に実
施し、虐待等こどもを取り巻く身近な問題について理解を深めることができた。

○公共施設や福祉関連施設へのチラシの設置、区だよりや区ホームページでの広報を実施
し、1件の応募があった。5件程度の応募を想定していたため、より効果的な広報を行うため、周
知方法の工夫が必要だった。

○事業のサポートについては、事前の打ち合わせや勉強会、当日スタッフとしての参加等で協
働することができた。主催者と参加者の両者の充実した様子が確認できた。

○今回の支援によって、徘徊模擬訓練のマニュアルが作成された。来年度以降、地域で認知症
を支える取り組みが他の地域へ広がっていくきっかけとすることができた。

＜Ｇ7サミット　おもてなし美化活動＞
○「G7サミット開催推進協議会」の構成団体として中央区自治協議会が選任されたことから、新
潟市を訪れるG7サミット関係者へ、新潟市の魅力を感じてもらうとともに、美しい新潟市を国内
外にPRし、さらなる交流人口の拡大を図るため、区民や事業者等を対象とした環境美化啓発活
動を実施することとした。

○啓発活動として、チラシ・ポスターを作成することとし、より効果が高いものとなるようデザイン
や内容について部会で検討した。完成したものは自治会や小中学校、商工会議所などに配布し
区内に広く啓発した。

○チラシ・ポスターのメインビジュアルには美化活動をテーマに女池小学校の児童から作品を応
募していただき、その中から選んだイラストを掲載した。

○3月には、NEXT21アトリウムでパネル展を開催した。完成したポスターや女池小学校の児童
のイラストを展示し、美化活動の啓発を行った。あわせて、徘徊模擬訓練の様子など第8期第2
部会の活動を紹介する展示を行った。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価

事業の公益性・実効性・効率性の評価など
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区　分

備考

【令和４年度実施事項】
　中央区市民アンケート内容の検討
　中央区市民アンケート実施（令和4年4月～6月実施）
　アンケート結果の集計・分析（有効回答数575件）
　アンケート結果報告書及び意見書の作成

テーマ・事業名
中央区市民アンケート調査

～中央区のさらなる魅力発信のための現状分析～

事業目的・概要

各世代の中央区に対する現状認識の把握のため、中央区市民アンケートを実施し、その結果を
まとめ、分析することにより得られた中央区に対する認識や中央区の魅力をふまえて、部会とし
て意見書を作成し、アンケート結果とともに行政の取組みに生かせるよう周知する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○市民の中央区に対する認識を把握できていないことから、まずは市民を知る必要があるという
意見が委員から多く挙がり、市民アンケートに取り組むこととなった。

○中央区市民アンケート作成にあたり、部会内で意見を出し合い、項目の加除や設問の順序な
どを工夫しながら、アンケートを作成した。また、回答方法を、直接記入できるものとWEB回答で
きるものの2種類を用意し、回収率の向上と分析の効率化を図った。

〇部会委員により、アンケート調査票を約1,000部配布し、調査期間令和4年4月～6月とした中
で、想定を上回る575件の有効回答を得た。回答のしやすさを意識しての工夫や回答方法を複数
用意できたことも要因と考える。

〇正確性の担保及び効率化を図るため、得られた回答データの集計作業を外部委託し、回答者
の世代や中央区での居住年数、子育て中であるかないかなどの視点で各設問の結果が分析で
きるようにし、自由記載の回答についても同一テーマの回答数を集計することで傾向の把握がで
きるようにした。

〇集計結果から得られた内容の一部は以下のとおり。
　・中央区のマンガアニメ文化に関する回答が多く、特に若者の関心が高かったが、
　 イベントへの参加行動にはつながっていなかった。
　・400名以上が中央区に愛着があるという結果になり、そのうち自然環境が豊かで
　 あると回答したのが200名であった。都市環境だけではなく、自然環境も愛着を形成
　 する大きな要因となっていた。

○アンケート結果について、部会内で意見交換を行い、さらなる魅力発信の一助となるような取組
みの推進を部会からの意見事項として以下3点をまとめた。
　・マンガアニメ文化の魅力発信について
　・観光客（誘客）の推進について
　・自然豊かな中央区への愛着について
　
○アンケート結果報告書及び意見書については、区ホームページにて公開するとともに、関係部
署へ情報提供を行った。

○今回の取組みにより、多様な世代の中央区に対する認識を把握できたと思う。想定外の傾向
がでてきたことや約9割が中央区は住みやすいと回答している点は特筆すべき事項である。本結
果を多くの方が多様な視点で考察し、住みやすい中央区の継続やさらなる魅力の発信のため、
具体的な取組みに役立ててほしい。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価

事業の公益性・実効性・効率性の評価など

区自治協議会提案事業　事業評価書

内　　容

中央区自治協議会　第3部会

  令和 4年度 
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区　分

備考

○古民家・空き家活用物件現地取材
次の3つの物件について、第4部会委員でグループに分かれて現地取材を行った。
①ギャラリー蔵織・シェアショップゆきわ（取材日：令和4年8月4日（木））
②ジェラート＆パイ専門店　FKメゾン（取材日：令和4年8月4日（木））
③地域の茶の間　しもまち笑顔の家（取材日：令和4年8月9日（火））

○古民家・空き家活用事例紹介動画の作成
上記3つの物件について、活用に至った経緯、苦労したこと、古民家・空き家の活用について検
討・対策を考えている方へのメッセージ等を各物件10分程度の動画にまとめ、市HPで公開し
た。

○古民家・空き家活用事例紹介動画PRチラシの作成
動画をより多くの方に見てもらえるよう、市HPにつながる二次元コード付きのチラシを作成し、
自治会・町内会に回覧した。

テーマ・事業名

事業目的・概要

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○第4部会では、第7期から「空き家対策」をテーマとして、問題点の把握や解決方法について
の調査・検討を重ねてきた。第8期1年目（令和3年度）には、自治協議会委員をはじめとする地
域住民を対象に、空き家問題に関する講演会やアンケートを実施し、空き家対策について地域
の身近な問題として認識してもらうきっかけづくりと、意識啓発を行うことができた。

○令和4年度は、空き家を空き家のままにしないための啓発として、古民家・空き家を利活用し
た3つの物件を委員自ら取材・撮影・編集を行い、それぞれ10分程度の動画を市HPで公開する
こととした。

○各物件の取材を行う中で、古民家・空き家を利活用する過程で苦労したことやその解決策、
資金相談等を行った関係機関、改修工事に要した期間等、物件のオーナーへ直接取材しなけ
れば分からない、具体的かつ有益な情報を得ることができた。

○取材動画は市HPで公開し、動画の視聴を促すPRチラシを作成した。チラシの作成にあた
り、各物件のグループ代表委員のコメントを入れたり、高齢者にも分かりやすい表現を用いる
等、地域の方が親しみやすく、気軽に空き家対策に関心を持ってもらえるよう工夫した。

○PRチラシは区内自治会・町内会へ回覧し、広く地域の方に動画を視聴してもらうことで、空き
家対策で悩んでいる方、古民家・空き家の利活用を検討している方が一歩を踏み出すきっかけ
となることを期待する。

地域における空き家対策
～古民家・空き家活用事例紹介動画の作成～

　空き家は個人の財産であり、所有者や管理者は、空き家を適切に管理する責務があるが、
適切に管理されず放置されると、建物の劣化が進み、防災面や防犯面、衛生面の問題が生じ
る恐れがあり、近隣や地域の大きな問題に発展する可能性がある。
　空き家を空き家のままにしないための啓発として、古民家・空き家を利活用した事例の紹介
動画を作成し、HPで公開する。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価

事業の公益性・実効性・効率性の評価など

区自治協議会提案事業　事業評価書

内　　容

中央区自治協議会　第4部会

令和 4年度 
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江南区自治協議会（第８期）を振り返って 

 

江南区自治協議会会長 小林 勲 

 

 

１ はじめに 
  第 8 期の江南区自治協議会は、選出団体の入れ替えもあり、新たに 12 名の委員

を迎えスタートしました。 

  今期は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、企画したイベントの中止や、

例年開催している研修会、委員同士の懇親会が開催できないなど、さまざまな活動

の制限を余儀なくされた 2 年間だったと感じています。 

しかしながら、このような状況下におかれても、本会議においては、活発な意見

交換が行われるとともに、各部会では、各委員の専門性を活かし、知恵を絞りなが

ら、目的達成に向けた取組が検討されました。手法を含めて工夫を凝らしながら、

効果的な事業を実施することにより、地域の課題解決に向けて取り組むことができ

たと感じています。 

また、今期は区ビジョンまちづくり計画を策定する時期であったことから、「江南

区自治協議会ワークショップ」の開催や、「区ビジョンまちづくり計画策定特別部

会」を設置するなど、区との協働をさらに深めながら策定を進めることができまし

た。 

こうした状況に鑑みると、コロナ禍においても、行政との協働の要である区自治

協議会の役割を果たせたと考えています。 

これまでの活動を第 9 期に引継いでいくため、今期の取組、成果、課題などにつ

いて報告いたします。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 
(1) 全体会について 

ア 区自治協議会の認知度向上、さらなる活性化について 

  新型コロナウイルス感染症拡大に伴う新たな地域課題の解決やアフターコロ

ナを見据えた魅力向上など区自治協議会の重要性はますます高まっていること

から、委員全員に区自治協議会の「認知度向上」「活性化」についてアンケート

を実施しました。 

  「認知度向上」については、広報に関すること、地域コミュニティ協議会や

地域との連携に関すること、区自治協議会での事業に関することなど幅広い意
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見が集まり、「活性化」については、「部会をもっと充実させてはどうか」「勉強

会やワークショップなど実施してはどうか」など委員同士の情報交換を求める

意見が多くありました。 

  集まった意見・提案について、できることから始めていくほか、第 9 期にも

活かしていきたいと思います。 

 

(2) 部会・提案事業について 

ア まちづくり部会 

  まちづくり部会は、道路・公共交通・産業振興分野を所管する部会です。 

  第 8 期では、アフターコロナを見据え、区内への来訪者増や関係交流人口の

拡大に向けて、地域の魅力を掘り起こし発信するなど、まちの活性化につなが

る取組を実施しました。 

区内の各地区には、その地域を紹介する観光向けなどのマップがあるが、曽

野木地区と横越地区（沢海エリア以外）にはないことから、両地区を紹介する

マップを作成することとしました。 

作成にあたっては、地域を学び名所などをめぐる「まち歩き」を実施すると

ともに、部会において意見交換を重ねながら、掲載内容を検討しました。 

地元の住民であっても、その土地の歴史などについての理解や知識が浅い場

合も多く、作成の過程における取組が、地元について学ぶ良い機会になったと

ともに、地元の地域コミュニティ協議会や、（一財）北方文化博物館をはじめ、

さまざまな団体との連携・協働が図れたことに、意義を感じています。 

なお、完成したマップは、地元の小・中学生の学習に使用いただくため、地

元の学校に配布したほか、区内の公共施設等に設置をしています。 

次期においても、今期の取組の意義や継続性を意識しながら、まちの活性化

に向けたさらなる取組が期待されます。 

 

イ 安心安全部会 

  安心安全部会は、防犯・防災・交通安全、地域医療・福祉を所管する部会で

す。 

  災害の際の必要な備えや対応を習得してもらうため、ＰＲ活動を行うととも

に、子どもから大人まで「支え合い」「助け合い」を考えるきっかけづくりを行

いました。 

  令和 3 年度は、防犯防災の啓発グッズの作成・配布のほか、江南区親善大使

を活用した助け合いの絵本「みんなにこにこ」の紙芝居の読み聞かせやその動

画を撮影し YouTube にアップロードしました。 

  令和 4 年度は、地域で行われている助け合い活動を知ってもらうとともに、

自分でもできることから始めてもらうきっかけづくりのため、区内の助け合い

活動の事例を集めたカレンダーを作成し、配布しました。 
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ウ 環境・教育部会 

  環境・教育部会は、生活環境・教育・生涯学習、文化・スポーツを所管する

部会です。 

  令和 3 年度は、きれいで暮らしやすい江南区を目指し、これまでのごみ拾い

に、「スポーツ」のエッセンスを加え、「競技」へと変換させた日本発祥の新し

いスポＧＯＭＩ大会を横越地区で開催しました。 

  令和 4 年度にも、曽野木地区でスポＧＯＭＩ大会を開催するほか、江南区の

特産である「亀田縞」を広めるため、子育て中の母親など若い世代の女性を対

象に亀田縞生地のエプロンを製作するワークショップを開催しました。参加者

からＳＮＳなどで発信してもらうことで、亀田縞の認知度向上、生地の活用に

つなげました。 

 

エ 江南区区ビジョンまちづくり計画策定特別部会 

江南区区ビジョンまちづくり計画策定特別部会は、区自治協議会本会議や各

部会での意見交換に加え、より区と協働して次期区ビジョンの策定を進めるた

めの特別部会です。 

令和 3 年度は、幅広く区民の意見を把握するため、区自治協議会の委員や地

域で活躍している、活動している区民の方に江南区の魅力や課題、どんな区に

なったらよいかなど、インタビューを実施しました。 

令和 4 年度は、次期区ビジョンまちづくり計画（案）の計画に盛り込む、現

状と新たな要素について意見交換を行いました。 

新たな区ビジョンのもと、今後の江南区がもっと魅力的なまちになっていく

ことを期待しています。 

 

オ 地域課題解決サポートプロジェクトの実施 

  各部会の取組とは別に、暮らしやすい地域の実現につなげるため、これまで

各地域で実施してきた「人口減少対策に向けたワークショップ」で整理された

「コミュニティの維持・向上」や「現状の地域課題の解決」につながる地域主

体の取組について、区自治協議会提案事業として支援する制度です。 

  令和 3 年度は、3 つの地域コミュニティ協議会、令和 4 年度は 2 つの地域

コミュニティ協議会で実施し、各地域で抱える課題に対して支援を行うことで、

地域の課題解決やコミュニティの維持・向上が図られました。 

 

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 
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３ おわりに 
  人口減少、少子・超高齢化などの従来からの課題に、感染症に伴う課題が新たに

加わり、地域課題はさらに複合的なものとなっているほか、アフターコロナを見据

えた検討、対策など区自治協議会の重要性はますます高まっています。 

第 9 期は、新たな新潟市総合計画及び区ビジョンまちづくり計画のスタートにも

当たります。改めて区の変化や課題を区役所と共有し、各部会を中心に区役所が実

施する事業と、区自治協議会の各部会で実施している提案事業の連携や役割分担を

図って「緑と調和した、賑わいと安らぎのあるまち」の実現に向け協働していくこ

とが必要となっています。 

また、1 期 2 年間で課題を解決することは容易ではないことから、各部会で解決

を目指す課題を絞った上で、取組を進めることも有効ではないかと考えます。 

  第 9 期では、このような点を踏まえつつ、協働の要としてさらなる活動の活性化

が図られることを期待します。 
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令和 4年度 
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秋葉区自治協議会（第８期）を振り返って 

 

秋葉区自治協議会会長 金子 洋二 

 

 

１ はじめに 
  第 8 期の秋葉区自治協議会は 1 号委員 11 名、2 号委員 10 名、3 号委員 8 名

の計 29 名体制で活動を行ってきました。3 号委員の内公募委員が 4 名いること、

子育て世代の女性委員が複数名いること、4 つの常設部会に加えて 2 つの特別部

会（後述）を設け、それぞれ連携し合いながら特色ある活動を展開してきたことな

どが特徴として挙げられます。また、委員には部会毎に色違いのアキハスムプロジ

ェクト・オリジナルポロシャツが支給され、会議や活動の際はユニフォームのよう

な感覚で着用を励行するなど、一体感のある組織運営を重視してきました。結果と

して個々のモチベーションとチーム力が共に高い組織作りができたものと考えま

す。 

第 8 期秋葉区自治協議会では、前期まで積み上げられてきた成果の上に立ち、自

らの役割として以下の 3 点を掲げて活動を進めてきました。 

 

 市町村合併により生じた市民自治における意思決定のギャップを埋める。 

 政治的中立の立場から、市政・区政に対して言うべきことを言い、やるべきこと

をやる。 

 秋葉区住民の知恵を集め、未来を拓く実験を先駆的に行う。 

 

前期に引き続き「議論と行動」を基本方針に掲げ、活発な議論と地域内での活動

を通して住民が主体となった秋葉区のまちづくりに貢献ができたものと考えてい

ます。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 
(1) 全体会について 

ア 定例会議 

  毎月の定例会議では常に活発に意見が交わされ、議事が予定した時間内に収

まらないほど白熱することがしばしばありました。感染症流行への対策として

オンラインでの参加を可能にしたり、ワークショップによる意見集約を積極的

に取り入れたりするなど、一人ひとりの声が見える会議の運営を心がけました。
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また、これまで通り年に数回は各地区のコミュニティセンターを巡回する形で

会議を行うことにより、秋葉区の多様な資源や地区毎の取組を意識した議論に

つなげることができました。 

 

イ 委員研修会 

  令和 3 年度の委員研修会では、次期区ビジョンおよびまちづくり計画策定に

向けたワークショップを行いました。直前に実施した「秋葉区の暮らしやすさ

に関する意識調査」の結果を踏まえ、区民ニーズを反映した有意義な意見交換

を行うことができました。令和 4 年度は、変化が著しい時代に持続可能なまち

づくりを進める上で必要となる「地域経営」の考え方を学ぶセミナーを開催し

ました。また、次年度の特色ある区づくり予算事業の編成のために、ワークシ

ョップ形式での意見集約を行いました。 

 

(2) 部会・提案事業について 

ア 第 1部会 

  第 1 部会は、環境、産業、観光、商店街の活性化を所管する部会です。 

  これらをテーマとしたまちづくりを推進するため、前期に引き続き「きらめ

きサポートプロジェクト」を行いました。住民からの具体的な事業提案を公募

して官民協働で実施することにより、地域の人財を発掘するとともに活動の進

化をサポートしてきました。第 8 期では 8 つの事業を採択・実施しました。 

  

イ 第 2部会 

  第 2 部会は、防犯・防災、健康、福祉、住環境を所管する部会です。 

  第 8 期ではモデル地区での生活交通支援事業と小中学生向け防災手帳の作

成、防災講演会の開催に取り組みました。 

 

ウ 第 3部会 

  第 3 部会は、前期に実施した「あきは子ども大学」の後継事業として、成人

向けに秋葉区の魅力を体感するプログラムを盛り込んだ「Akiha おとな大学」

を実施しました。 

   

エ 広報部会 

  広報部会は、上記 3 つの部会を横断的につなぎ、区自治協議会の活動と秋葉

区の魅力を発信することを担う部会です。具体的な取組としては、地域に根差

したコミュニティＦＭを活用し、毎月第 2 水曜日（再放送第 2 土曜日）の広報

番組「あきはくはつものがたり」の制作と委員自らの出演、2 年間で 600 本

のスポットＣＭの放送を行いました。 

  また、秋葉区自治協議会かわら版「あきはくはつものがたり」を編集・発行
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しました。 

   

オ 幸福度調査部会（特別部会） 

  秋葉区の地域資源とまちづくりの課題を明確にし、区自治協議会の活動や区

政への反映を目的とした「秋葉区の暮らしやすさに関する意識調査」を行うた

め、部会横断的に有志を募って特別部会を設けました。調査は 2021 年 8 月

～10 月にかけて行われ、15 才以上の区民から無作為抽出により千件以上の回

答を得ました。結果は区役所のホームページで公開するとともに、そこから得

られた成果から新潟市長および秋葉区長への提言をまとめて提出しました。さ

らには、次期区ビジョンや特色ある区づくり予算事業編成のための基礎資料と

しても活用しました。 

 

カ ひな・お宝めぐり部会（特別部会） 

  前期まで「きらめきサポートプロジェクト」の一環として小須戸コミュニテ

ィ協議会エリアおよび新津中央コミュニティ協議会エリアで実施していた「ひ

なとお宝めぐり」を拡大発展させ、区内の全地区を対象としたイベントとして

実施しました。開催に向けて多くの個人・団体からの参画を得て、秋葉区民の

一体感を醸成し、大盛況の内に終えることができました。 

 

以上に記載の通り、秋葉区自治協議会では各部会が連携し合いながら役割分担

をし、明確な目標の下に活発な活動を展開してきました。各々の事業の具体的な

成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 

 

 

３ おわりに 
まちづくりに必要なものは、明確なビジョンの共有とそれに基づく正確な課題の

把握、さらには高いモチベーションに支えられた行動力であると考えています。変

化が早く不安要素の多い時代だからこそ、こうした筋の通った考え方と柔軟な思

考・議論の両立が必要であり、それが機能する組織作りが求められています。今期

の秋葉区自治協議会においては、まだ小さな課題は多々あるものの、概ね機能的な

組織づくりと区民ニーズに沿った事業展開が図れたものと評価しています。 

感染禍の中においても活発な議論とコミュニケーションを重視し、「秋葉区の暮

らしやすさに関する意識調査」「秋葉区ひな・お宝めぐり」といった特別なプロジェ

クトを実現できたことも大きな成果です。今後はこうした取組を通して生まれたつ

ながりを継承するとともに、区内ひとつひとつの地区との連携を強め、行政と自律

的な個々の地区、さらに自由な区民の活動を扇の要としてつなぎ、「議論と行動」を

通して秋葉区全体のまちづくりのプラットフォームとしての役割を果たせるよう

な組織に進化していくことを標榜したいと思います。 
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南区自治協議会（第８期）を振り返って 

 
南区自治協議会会長 髙橋 直廣 

 
 
１ はじめに 

第 8 期の南区自治協議会は、第 7 期から続くコロナ禍の中でのスタートとなり

ました。リモートによる参加や基本的な感染対策の実施など、委員の一人ひとりが

気を配り、苦心しながらも会の運営を進めてきました。 

感染対策のためにマスクを着用し、三密を避けるために会話もためらい、委員の

素顔も分からず、和やかな雰囲気の中での会議の開催をめざしたものの、かなわな

かったことが悔やまれます。また、地域におけるさまざまな取組においても、開催

の是非、人数制限、規模の縮小など制限を強いられた 2 年間でした。 

  区自治協議会提案事業では、各部会が課題をどのように解決したらよいのか知恵

を出し合い、議論しながら計画を立てて実施しました。歯止めのかからない人口減

少への対策、まちなかの活性化、市内 8 区の中で唯一鉄道のない南区にとって重要

な課題である公共交通利用促進など、さまざまな事業が展開されました。 

  第 9 期に向けて、委員が区自治協議会運営で課題としている項目について、意見

交換をしましたので、併せて報告いたします。 
 

 

２ 取組内容・成果・課題 

(1) 全体会について 

ア 会議運営方法の見直し 

  第 7 期から新型コロナ感染予防対策のため、必要に応じて全体会の書面による

開催や事務局の一部のリモートによる参加を実施しておりました。今期は事務局

に加え、委員も全体会や部会にリモートで参加できるよう環境を整えました。 

また、スムーズな会議運営ができるよう、全体会終了後に毎回、会長・副会長

の 2 役と事務局で振り返りの会議を行い、次回以降の会議に活かしました。 

 

  イ 南区自治協議会委員研修会の開催 
令和 3 年度は、委員が南区の歴史に触れ、地域の魅力を再発見することによ

り、区自治協議会の活動がさらに活性化することを目的として「しろね大凧タウ

ンガイド」による白根商店街周辺のまち歩きを行いました。 

 令和 4 年度は、南区自治協議会委員の女性比率が低いことなどから、地域社会
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における女性活躍の大切さや、意思決定の場への女性参画の必要性について学ぶ

ことを目的として、南区出身でテレビコメンテーターの金子恵美さんを招き、講

演会を行いました。一般参加者も募り、大勢の方が参加されました。 

 

  ウ 区ビジョンまちづくり計画 

 新潟市は令和 5～12 年度の市が目指す姿の実現に向けた指針である「新潟市

総合計画」を策定しました。南区においても「南区区ビジョンまちづくり計画」

を策定し、まちづくりの方向性を示しました。 

 南区自治協議会では、令和 3 年 1２月に開催された「区ビジョンまちづくり計

画策定 南区自治協議会ワークショップ」や、各部会で協議を行い、よりよい計

画となるよう意見を述べました。 

 

(2) 部会・提案事業について 

  ア 第 1 部会 

 第 1 部会は、公共交通、防犯・防災、環境、建設、都市計画などの分野を所管

します。   
 提案事業としての主な取組は「南区公共交通ＰＲ事業」（令和 3 年度）、「南区

生活交通利用啓発事業」（令和 4 年度）、「南区防災啓発事業」です。 
公共交通に関する事業では、区バスなどを利用する人に分かりやすい「公共交

通ガイド」を作成しました。また、地域ごとのニーズを反映した視覚的で分かり

やすい「my 時刻表」を 6 種類作成し、これを活用して地域の茶の間などへ出向

き、PR 活動を行いました。 
また、区バス・乗合タクシーの新規利用者を増やすため、複数人で乗車すると

運賃助成が受けられる助成チケットを配布し、利用啓発を図りました。 
南区防災啓発事業については、令和 3 年度は、防災意識の啓発を図るため、調

査研究を行いました。令和 4 年度は、これを踏まえて、区内の危険箇所を把握し、

掲載する情報の整理を行い、防災マップを作成しました。 
 

  イ 第 2 部会 

第 2 部会は、健康・医療、福祉、教育、地域、男女共同参画などの分野を所管

します。 
第 8 期は「南区家族ふれ愛事業」と「出会いの場づくり事業」に取り組みまし

た。 
「南区家族ふれ愛事業」では、家族のつながりを大切にし、温かい家庭をつく

ることを目的として、11 月を「南区家族ふれ愛月間」と定め、南区内の小学 4

年生による絵画展、中学 1 年生による川柳・標語展を行いました。令和 4 年度

は、「南区家族ふれ愛月間」により親しみを持ってもらうため、賞を設定し、受賞

者に賞状と賞品を贈りました。 
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「出会いの場づくり事業」では、少子高齢化対策について重点的に取り組み、

定住人口を増やすことを目的に婚活事業に取り組みました。 
 

  ウ 第 3 部会 

   第 3 部会は、産業、観光、文化・スポーツなどの分野を所管します。第 8 期

は「まちなか活性化事業」と「しろね大凧と歴史の館の展示替えに関する調査研

究」に取り組みました。 

   「まちなか活性化事業」は、地域の食や観光資源などの掘り起こしや「まちな

か」の活性化を目的として、南区の特産品や農産物の販売イベントとまち歩きを

リンクさせた「南区味わい市場」を令和 4 年度に開催しました。伝統ある六斎市

と同時開催することで、露店市の魅力を知ってもらうこともできました。 

   「しろね大凧と歴史の館の展示替えに関する調査研究」は、館への誘客を図る

とともに、白根大凧合戦を通年で楽しんでもらえるよう、館の施設長を始めとし

た凧合戦関係者と意見を交わし、館の床面に躍動感のある凧合戦写真のラッピン

グを施しました。 

 

  エ 広報部会 

広報部会は、広報に関することを所管します。 

第 8 期は「南区自治協議会だより」を各年度 3 回、計 6 回発行しました。 

区自治協議会や部会の活動、まちづくり活動サポート事業の取組などを紹介し、

区自治協議会をより身近に感じてもらえる紙面づくりに努めました。今期から、

より多くの人から読んでもらえるよう、新聞折り込みではなく、区役所だよりの

中に掲載することとしました。 

 

  オ まちづくり活動サポート事業 

提案事業の一部を区内の地域活動団体などから募集し、区自治協議会が選定・

採択して協働実施する「南区まちづくり活動サポート事業」は、令和 3・4 年度

ともに 7 事業を採択しました。 
この事業は平成 30 年度から実施しており、定着しているため、応募団体も多

く、多様な事業が提案・実施されています。 
令和 3 年度は、市内外に広く波及効果が見込まれる事業は 2 回まで申請でき

ることに、令和 4 年度は応募対象者に民間企業や団体を加えることとし、より南

区の活性化に寄与できる事業となるよう、募集要項を改正しました。 
 

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 

 

 

 



81 
 

３ おわりに 
南区には言われて久しい課題が数多くありますが、人口減少、少子高齢化が他都

市に比べても早いペースで進行し、より解決が困難になってきています。加えて、

まちなかの活性化や区民の移動手段の利便性の向上など、第 8 期の南区自治協議

会では、そうした困難な課題に対しても真摯に向き合い、一定の成果を上げること

ができたものと考えています。 

地域づくりは地域住民や団体の皆さんが、自らが暮らすまちに関心を持ち、でき

ることを助け合いながらやっていくことが重要です。南区では区自治協議会の活動

など大勢の区民の皆さんの参画が進んでおり希望を感じます。 

第 9 期では、男女を問わず幅広い年代の方からの多様な意見を反映し、地域と

行政の協働の要としての役割が一層推進されることを期待します。 
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 令和 3年度 

（次頁に続く） 
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西区自治協議会（第 8期）を振り返って 

 
西区自治協議会会長 大谷 一男 

 

 

１ はじめに 

  人口減少や少子高齢化が進む中、地域課題は複雑多様化しており、これまで以上

に区民や行政と協働し、課題解決のために取り組んでいくことが重要となっていま

す。 

今期は、西区自治協議会として重点を置く地域課題を「環境美化」「支え合いの取

り組みの輪を広げる」「区の魅力発信・賑わい創出」として取り組み、「地域の担い

手育成（自治会・民生委員・児童委員）等」については、令和 3 年度にて一区切り

をつけ、令和 4 年度からは新たに「防災」について取り組みました。また、今期は

次期西区区ビジョンまちづくり計画策定の時期となっていたことから、計画策定に

向けたアンケート調査についても取り組みました。 

第 7 期に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、徐々に地

域活動が再開され、西区自治協議会においても、参加手法にリモート参加を取り入

れるなど、環境に合わせた会議開催を模索しながら、協働の要としての役割を停滞

させることの無いよう努めました。 

  第 9 期の西区自治協議会において、さらなる地域課題の解決に取り組んでいた

だけるよう、第 8 期の成果や取組をここに報告いたします。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 

(1) 本会について 

ア 次期西区区ビジョンまちづくり計画策定に関する議論 

平成 27 年に策定された西区区ビジョンまちづくり計画が令和 4 年度で満期

となることから、第 8 期は次期西区区ビジョンまちづくり計画を策定するため

にさまざまな議論を重ねました。 

委員全体ではワークショップを実施し、現在の計画に基づき実施されてきた

取組と成果を検証するとともに、次期西区区ビジョン策定に向け現状認識と将

来の課題を把握することを目的に意見交換を行いました。 

各部会においては所管する分野を中心に議論をかわし、次期西区区ビジョン

まちづくり計画が、より地域課題に沿った内容となるよう積極的に意見出しを

行いました。 
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イ 区自治協議会における議論の活発化 

第 8 期においては、部会の垣根を越えて、委員全体で活発に議論を行うこと

を目指し、部会での取組とは別に、「防災」をテーマとして委員全体で取り組み

ました。委員を対象に防災についてのアンケートを実施し、回答する際は委員

個人のみではなく、所属団体の意見も併せて吸い上げを行い、委員間で共有を

行いました。また防災に関するワークショップを行い、委員同士で活発な議論

を行いました。将来的にはテーマを設けずとも、区自治協議会で常に活発な議

論が行われることを目指します。 

 

ウ 西区自治協議会委員研修会の実施 

    西区自治協議会では、第 8 期に区独自の委員研修会を 2 回実施しました。 

    令和 3 年度は、昨今課題解決の指標とされているＳＤＧｓについて理解を

深めるために、講師の先生を招いて勉強会を実施しました。 

令和 4 年度は、今期西区として重点を置く地域課題としても取り組む「防

災」について、講演会を開催し、多発する災害に備えるための知識を得る研修

会を実施しました。 

 

 (2) 部会・提案事業について 

ア 第 1部会 

  第 1 部会は、防犯、防災、自然環境、住環境分野を所管する部会です。 

  第 8 期では、自然環境、住環境分野である「環境美化」を重点的に取り組む

地域課題として活動を行いました。令和 3 年度に現地調査としてごみ拾いを行

い、市関係課やごみ拾い SNS 開発会社との意見交換を実施しました。令和 4

年度は、前年の現地調査や意見交換で見えた西区の課題を解決するため、区民

の環境美化意識向上につながる 2 つの事業を実施しました。1 つ目は、区内で

活動する企業や団体等にパートナーとなってもらい、西区自治協議会が指定し

たごみの多い場所でごみ拾いを実施してもらう「パートナー制度」です。2 つ

目は、ごみ拾い SNS ピリカを活用し、西区内でごみ拾いをした様子を投稿し

てもらう「さぁチャレンジ！あなたもできます。＃西区をきれいに！！」です。 

 

イ 第 2部会 

  第 2 部会は、保健・福祉、文化・スポーツ、教育分野を所管する部会です。 

  第 8 期では、重点的に取り組む地域課題である、「支え合いの取り組みの輪

を広げる」を念頭に、令和 2 年度に選定した「支え合いの大切さ」を広める標

語の最優秀賞を用いたポスター・チラシを作成し啓発活動を行いました。また、

現在の西区民の「支え合い」に対する認識と行動の実態をアンケート及びワー

クショップによって把握し、より多くの西区民が「支え合い」に踏み出すため

の手法を検討しました。 
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ウ 第 3部会 

第 3 部会は、産業、区の魅力発信、交通分野を所管する部会です。 
令和 3 年度は、「区の魅力発信・賑わい創出」を重点的に取り組む地域課題

とし、地域活動団体から課題解決につながる提案を募集し、地域活動団体とと

もに課題解決に向けて取り組みました。令和 4 年度は、西区を好きになり住み

続けてもらうために、重点的に取り組む地域課題を「魅力発掘」に改め、西区

にあるさまざまな魅力を掘り起こし、親しみを持ってもらえるよう「西区八景」

と名付け選定しました。西区ホームページや西区自治協議会広報紙に掲載しま

した。 

また、区の魅力を発信するためのプロセス等を学ぶ機会として、新潟経営大

学観光経営学部の出口高靖教授から講義いただき、意見交換を実施しました。 

 

エ 広報紙特別部会 

  広報紙特別部会は、西区自治協議会広報紙「西区を豊かに」の編集・発行を

所管する部会です。 

区自治協議会の活動を広く区民に周知し、認知度を上げる目的で、広報紙「西

区を豊かに」を第 8 期に 6 回発行したほか、西区だよりで、区自治協議会特集

を 2 回掲載いただきました。構成にあたっては、多くの方に読んでもらえるよ

うに、特集や連載企画を織り交ぜながら、手に取ってもらえる紙面づくりを心

掛けました。 

ＳＮＳに広報紙の記事を掲載することで、紙媒体では情報が行き届かない方

への情報発信につなげることができました。区民参加型の企画としてとってお

きの写真を募集する、「とっておきの私の一枚」を実施したほか、クロスワード

パズルを掲載し、回答の際にいただくアンケートでは、区自治協議会に対する

多くの意見や感想を得ることができました。 

今後も区自治協議会の認知度を高めるため、親しみやすい紙面づくりに一層

努めていきます。 

 

オ アートフェスティバル特別部会 

  アートフェスティバル特別部会は、西区アートフェスティバルの企画・実施

を所管する部会です。 

  区内の文化風土を耕して区民の一体感を醸成するため、区内で音楽・芸能や

アート表現に取り組む方々の発表の場として、西区アートフェスティバルを年

1 回開催しました。そして、区内の大学・小学校・福祉事業所と連携し、アー

ト作品展示・「おん×てっく（おんてっく）」を実施して好評でした。 

 

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 
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３ おわりに 

   今期は、計 6 つの重点的に取り組む地域課題の解決に向けて取組を行い、事業

内容に合わせて委員自身で取り組む手法と、地域活動団体から事業を募集する手

法を取り入れることで、効率的に課題解決に向けて審議、事業実施を行うことが

できました。 

   来期も事業に合わせた手法をとることで、効率的かつ効果的に地域課題の解決

に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

   課題としておりました、本会での活発な議論も、「防災」という地域課題につい

て部会の垣根を越えて議論することで、普段事業を共にしない委員同士での意見

交換の機会を設けることにつながりました。来期も、部会と同様に本会でも活発

な議論が行われるよう、引き続き取り組まれることを期待します。 

第 9 期は、このような点を踏まえ、区民と市の「協働の要」として、活動の活

性化がさらに図られることを願います。 
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西蒲区自治協議会（第 8期）を振り返って 

 

西蒲区自治協議会会長 長井 正雄 

 
 
1. はじめに 

20 名の新規委員を迎え、新たな姿でスタートした第 8 期西蒲区自治協議会で 

すが、今までの活動を引継ぎつつも、新たな取組にチャレンジしてまいりまし 

た。 

  新型コロナウイルス感染症の影響により全体会や提案事業を中止せざるを得な 

いこともありましたが、地域課題の解決に向けた協議やさまざまな提案事業の実 

施に取り組んできました。 

特に、今期は次期区ビジョンまちづくり計画策定年度であり、将来の西蒲区を

見据え、ワークショップや各常任部会を中心に委員同士で協議を重ねました。専

門的見地からの意見もあれば、普段地域で感じている意見もあるなど、幅広い方

が集う区自治協議会ならではの協議ができたのではないかと感じております。 

  令和 5 年度から次期区ビジョンまちづくり計画が施行され、区自治協議会も新 

たなステージに進む段階であると考えております。次期西蒲区自治協議会でのさ 

らなる発展のためにも、第 8 期での成果や取組をここに報告いたします。 

 

 

2. 取組内容・成果・課題 

（２） 全体会について 

ア 会議運営方法の見直し 

「部会・本会議の連携強化」と「西蒲区自治協議会全体の活性化」が課題

として挙がったことから、部会を先に開催し、部会終了後の本会議の中で、

先の部会内容を報告する形式から、当日部会で協議した内容を次回本会議で

資料配布し、議事として各部会長から詳細を説明する形式に変更しました。 

このように形式を変更することで、部会内容のさらなる共有と本会議での

協議に厚みが出たのではないかと考えております。 

また、第 9 期への委員への引継ぎのため、各常任部会で提案事業を通じた

「効果」「残された課題」「今後の展望」について協議しました。その中で本

会議にて協議したい議題を設定し、実際に本会議で諮りました。 

このように部会から本会議へ議題を上げることで、他部会委員の視点から

の意見を取り入れることができ、「部会・本会議の連携強化」と「西蒲区自
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治協議会全体の活性化」へ一定の効果があったのではないかと考えておりま

す。 

今後は、より活発に意見交換ができるような仕組みづくりが必要であると

考えております。 

 

イ 委員研修の実施 

 令和４年度に、「地域おこし協力隊」をテーマとした委員研修を開催しま

した。 

 委員より地域おこし協力隊について議論を重ねたいとの提案があり、協議

の上、本題をテーマとした委員研修を開催することが決まりました。 

地域おこし協力隊について理解を深めるとともに、隊員ならではの地域お

こしの視点を学ぶことで、自らの地域の魅力・課題について改めて認識する

ことを目的として開催しました。 

普段、さまざまな地域活動に取り組んでいる委員が多くいるとは思います

が、地域おこし協力隊のような「よそ」から来た人が、どのような視点・考

えで地域活動に関わっているのかを実感でき、これからの活動の刺激につな

がったのではないかと考えています。 

本研修により、多様化する地域課題に取り組む区自治協議会委員としての

スキルアップにつながったと考えます。 

 

（３） 部会・提案事業について 

ア 総務部会 

総務部会は、防犯・防災、教育、文化・スポーツ、公共交通など多岐にわ

たる分野を所管する部会です。 

第 8 期では、防災をテーマにした事業と、スポーツ・レクリエーションに 

関連した事業に取り組みました。 

令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました

が、楽しみながら防災意識を高めるために、普及啓発動画の上映や防災演劇

などを中心としたイベントを開催する予定でした。 

令和 4 年度は、スポーツ分野に着目し、地域の一体感・活力を醸成するこ 

とを目的とした、地域コミュニティ協議会対抗のスポーツ・レクリエーショ 

ン交流会を開催しました。   

 

イ 保健福祉部会 

保健福祉部会は、健康や福祉の充実のほか、生活環境など区民生活に関す

る分野を所管する部会です。 
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第 8 期では、第 6 期、第 7 期に引き続き、認知症に関する事業に取り組

みました。 

令和 3 年度は、地域福祉の観点から、暮らしの中で困ったと思った際の場 

面・事例を掲載し、相談先や制度がスムーズに区民に分かるよう配慮工夫した 

冊子「はじめての福祉相談きっかけ BOOK～住み慣れた地域で自分らしく暮 

らし続けるために～」を発行しました。 

令和 4 年度は、医学博士加藤俊徳氏を講師に「年をとっても脳が元気にな

る～認知症をくいとめる 10 カ条～」と題した、脳医学の観点からの認知症

予防に関する講演会を行いました。 

 

ウ まちづくり・産業部会 

 まちづくり・産業部会は、主に観光や商工業、農業に関する分野を所管す

る部会です。 

第 8 期では、「西蒲区の魅力発信」「西蒲区の一体感醸成」を目的とした動

画制作に取り組みました。 

各地区の魅力を地元の人から聞き取りつつ、「西蒲区の一体感醸成」「西蒲

区の魅力発信」を目的として、ドローンを活用した「西蒲区の魅力発信動

画」を制作・発信しました。 

 

エ 広報部会 

広報部会は、西蒲区自治協議会の活動・取組を区民に周知するための広報紙

「じちきょう」を発行する活動をしています。 

令和 2 年度の市政世論調査によれば、西蒲区内における区自治協議会の認知

度が 58.5%と市内で最も高い結果になり、手に取って読んでもらえるような

紙面づくりのために、写真を多く用いることや、紙面レイアウトの変更を行っ

てきたことが、この結果につながったのではないかと考えます。 

引き続き、西蒲区自治協議会を身近に感じていただけるような紙面作りを検

討していくことが重要です。 

 

オ 調整部会 

西蒲区自治協議会の円滑な運営のために設置されている部会です。第 8 期に

おいては、委員発案の議題や区ビジョンまちづくり計画について協議しました。 

 

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 
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3. おわりに 

複雑化・多様化する地域課題に対応するために、多様な主体とのパートナーシ 

ップが重視されるなかで、区民等と市との「協働の要」である区自治協議会の役 

割はますます重要になるのではないかと考えております。 

 平成１９年の政令市移行に伴う区制施行に合わせて設置されて以降、区自治協 

議会へ求められる役割が徐々に変化してまいりました。時代の変化にあわせ、よ 

り区自治協議会が発展するためにも、区自治協議会の役割や議論活性化の環境づ 

くりなどを委員一人ひとりが考え続け、協議することが大事であるのではないで 

しょうか。 

一人ひとりが委員としてしっかりと自覚を持ち、地域課題の解決に向け、活発 

な議論を展開していくことができる第９期西蒲区自治協議会となることを期待 

しています。 
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区自治協議会の活動・運営における課題解決に向けた 
情報共有について（第 8期から第 9期へ） 

 
第 8期新潟市自治協議会会長会議 

 
１ 「区自治協議会の活動・運営に関するアンケート」について 

 （１）概要 

   区自治協議会の活動・運営に関して、第 8 期委員が感じている課題を把握

し、より良い協働の仕組みづくりに役立てることを目的に、令和４年度に実施

したものです。（以下、委員アンケートとする。） 

 

 （２）集計結果について 

   ア 回答数 

    8 区合計 189 名/251 名 （回収率 75.2%） 

 

   イ 設問 1：活動や運営における課題（3つ選択） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    ・回答数の多い上位 3 項目と 4 位以下で大きな差がつきました。 

 

   ウ 各項目に関連する主な意見（自由記載欄より抜粋・要約） 

    自治協議会の認知度向上 【97 票】 

    ・民間事業者や NPO、多様な主体との連携強化が認知度向上につながる。 

    ・ワークショップをはじめ、地域に根付いた活動を継続することが、市民

からの理解や賛同につながる。 

1 位 

2 位（同数） 

2 位（同数） 

4 位 

5 位 

 

 

 

 
 
 
 
 

回答数
97
83
83
55
49
47
46
40
36
18
7
6

567

未回答
計

課題

民間事業者やNPO等との連携
全体会や部会の運営方法
発言のしやすさ
その他

住民の意見・ニーズの把握方法
地域課題の解決に向けた検討や話し合いの技術
委員としてのスキルアップ
各コミ協との情報共有・連携
委員間における地域課題の共有

自治協議会の認知度向上
幅広い年代の委員の確保
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    幅広い年代の委員の確保  【83 票】 

    ・年代に偏りがあるので、年代別に委員数を設定してはどうか。 

    ・委員や年代が固定化され、新しいアイデアや取組が出にくい。 

    ・年代のみならず、幅広い職種・経験を有する方の選出が必要。 

 

    住民の意見・ニーズの把握方法 【83 票】 

    ・協議内容が地域課題の解決にどれだけ反映されたのか可視化しにくく、

検討するべき内容や成果を把握しづらい。 

    ・一部会の所管分野が広範囲にわたっており、地域課題を絞りづらい。 

    ・自治協議会から地域コミュニティ協議会へと個々の地域団体との関係性

構築による情報収集・提供しやすい環境づくりに取り組む必要がある。 

 

    地域課題の解決に向けた検討や話し合いの技術 【55 票】 

    ・提案を行う際はグループワークを盛り込めれば議論の密度が高くなる。 

    ・行政からの連絡、市政方針などに関する報告が多く、地域課題への理解

を深める時間が少ない。 

 

    委員としてのスキルアップ 【49 票】 

    ・就任初期に自治基本条例、自治協議会条例、市の事業内容・予算・財政

状況について研修で理解を深めることが必要。 

    ・委員研修やスキルアップにつながる機会が少ない。 

    ・諮問への対応や市・区への建議を行うために、相応の知識・思考力が必

要。 

 

    その他の項目に関連する主な意見 

    ・地域課題の共有以前に、各地域や活動状況など現状共有が不十分なので

はないか。そもそも「課題」の定義も捉え方が人それぞれであるため、

共通認識が作りづらい。 

    ・自治協はより広範囲に区・市全域に関連する規模の事業に取り組むべき

である。それには自治協だけでなく、地域の事業者や NPO など民間と

の連携が必須かと考える。 

    ・区内の産官学体など区づくりに参考となる特色ある業態の情報や仕組み

について、話を聞く機会を設けることで新たなアイデアに活かせるので

はないか。 

    ・Zoom や LINE などのツールを活用し、対面で集まらなくても遠隔で気

軽に話し合える手法を取り入れていくべきではないか。 
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   エ 設問 2：課題解決に向けて必要な改善・取り組みの方向性（1 つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・回答数 1 位が突出し、2 位以下は大きな差がつきませんでした。 

 

   オ 各項目に関連する主な意見（自由記載欄より抜粋・要約） 

    地域課題や住民ニーズの把握力強化に向けた取り組み 【73 票】 

    ・地域課題や住民ニーズの把握に取り組むための施策の 1 つとして、広

報・発信力強化に向けた取り組みがあるのではないか。この 2 つを両輪

で進めていくことも重要ではないか。 

    ・学術機関や民間・NPO 等との連携を通じて、アンケートやデータ分析方

法の専門性や技術を高める。 

    ・各々の出身母体と密に連携を図り、委員がパイプ役となって議論等を持

ち帰り地域の声を集約したうえで報告する役割の徹底が必要。 

    ・自治協議会全体で捉えている地域課題と各委員が日頃感じている地域課 

     のギャップを埋める努力がニーズ把握につながると感じている。 

    ・ワークショップの積極的な導入など、委員間の情報共有、コミュニケー

ション作りの見直しを図る。 

 

    広報・発信力強化に向けた取り組み 【30 票】 

    ・Twitter、Instagram、ブログ等の SNS 媒体をもっと活用するべき。 

    ・地域の祭りやイベントなどに自治協議会として参加する機会を増やし、

人との交流・つながりをつくる。 

    ・アンケート調査を通じて存在をアピールできると考える。 

 

    全体会や部会の運営力強化に向けた取り組み 【28 票】 

    ・報告事項が多く、従来の目的である審議事項が少ないので、提案しやす

い会議運営への改善が必要。 

 

1 位 

2 位 

3 位 

4 位 

5 位 

 

回答数
73
30
28
26
23
6
3

189

自治協提案事業などの企画力強化に向けた取り組み
その他
未回答

改善・取り組み
地域課題や住民ニーズの把握力強化に向けた取り組み
広報・発信力強化に向けた取り組み
全体会や部会の運営力強化に向けた取り組み
地域団体等との連携強化に向けた取り組み
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    ・全体会で意見を言いづらいように感じるため、ワークショップを増やす

など、ざっくばらんに意見を言い合えるような雰囲気づくりが大切だと

思う。 

    ・幅広い年代の確保、特に若い人材を増やすためには、開催時間の変更や

オンライン等での新たな運営手法について、検討していく必要がある。 

 

    地域団体等との連携強化に向けた取り組み 【26 票】 

    ・テーマを 1 つ決め、各種地域団体からプロポーザル方式で企画提案をし

てもらい、地域交流事業を行う。 

    ・社会福祉協議会、公民館等の機関や各種団体が協働して事業を行えば、

市民にとって利便性の向上につながると考える。そのために、自治協議

会がパイプ役となり、相互理解・情報共有に努めながら連携を強化して

いくことが重要である。 

    ・地域団体は明確な目的を持っている。目的を擦り合わせながら、各団体

が得意分野を活かせるように、自治協議会が学校や PTA、NPO、ボラ

ンティア団体の活動を後押しする。 

 

    自治協提案事業などの企画力強化に向けた取り組み 【23 票】 

    ・事業提案に向けた意見交換・ワークショップ、他区の事例共有等の機会

を増やす。 

    ・委員は企画力や行動力に弱さを感じる。課題の具体化時点から必要に応

じて民間事業者や NPO と一緒に意見交換等を行えば、問題の掘り出し

から活動の速度も上がるように思える。 

    ・企画をするうえで、地域課題やニーズを分析する「調査の期間」と解決

へ向けた事業を実施する「行動の期間」を設けシステム的に取り組む。 

 

 

2 区自治協議会の課題に関する部会検討について 

 事務局からの提案事項（区民アンケート）や、委員アンケートで課題意識が高か

った項目、区の実情に応じた検討すべき課題について、部会単位で検討・意見交換

を令和 4 年度に実施しました。 

 実際に活動等に取り入れていくかどうかについては第 9 期委員の考えも必要にな

るため、検討は「決定」するのではなく「意見交換」の形式で行い、第 8 期委員か

らいただいた多様な意見を第 9 期委員に引継ぐこと目的に、次項より、各区の意見

交換概要として本資料に掲載するものです。  
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区自治協議会の活動・運営における 
課題解決に向けた情報共有 

 

 

北区自治協議会 

 

 

1. 第 1部会 

（１） 区民アンケートについて 

  実施する場合、どのような目的や考え方が望ましいか 

・若い世代向けにＳＮＳを活用した「一言ニーズ」 

・自治会・町内会、ＰＴＡを通じて区民のニーズを取りまとめる。 

・区のイベントや自治協議会提案事業の時に来場者にアンケートをとる。 

・自治会、コミュニティ協議会、学校など小単位での意見交換で把握する。 

・子どもから高齢者まで、幅広い世代から意見を聴取すべき。そのためには

紙だけでなく電子媒体を活用すべき。 

・幅広い内容のアンケートではなく、分野ごとのアンケートにする。 

 

  実施すべきかどうか 

・自治協議会に対する区民の認知度が低い状況での実施は慎重を要する。 

・改選時期にアンケート実施。 

・０からとるのではなく、必要な時、目的をもってどういう範囲で誰にいつ

やるのかしっかり検討したほうがよい 

・各所属団体の課題はあるが、自治協議会は事業が決まっているので伝わら

ない。 

・自治協議会を知ってもらうためにもアンケートを実施した方がよい。 

・意見を募るのではなく意見を聞きに行く。(地域の茶の間や自治会行事など) 

 

 

2. 第２部会 

（１） 区自治協議会の認知度向上について 

  どのような人に認知されることが重要か 

・中学生、高校生や大学生に認知してもらう事で意見や参加が増える。 

・若い世代に認知してもらう事で北区について考えるきっかけづくりとなる 
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  どのような取組で認知度を上げていくことが望ましいか 

・北区の発展につながる産業、文化、伝統、自然環境及び社会生活に関する

課題を毎年度いくつか取り組み、その結果を市に提言し活動報告する。 

・自治協議会委員が小中学校に「自治協とは」の出前授業をする。 

・区役所だよりで定期的に自治協議会の様子を伝える。 

・毎年いくつかの課題について検討し、提言を区役所だよりなどに掲載。 

・ＳＮＳで自治協議会ＰＲ動画を配信。 

・提案事業は参加型を増やす。 

・地域課題の解決や住民ニーズへの取組。 

 

 

3. 第 3部会 

（１） 委員研修に盛り込むことが望ましい内容について 

・年度の最初に区の事柄全てについての説明 

・自治協議会の行政組織上の位置づけ、他都市の活動事例 

・ビュー福島潟のレンジャーからの講義 

・他区の自治協議会の見学 

・福祉施設の見学 

・北区の歴史について郷土博物館学芸員からの説明 

・8 区全体の交流会・意見交換会 

 

4. その他 

   ・自治協議会の運営形態は、現状連絡・報告。承認などが主で、北区全体に

関係する課題解決に向けた協議の場とはなっていない。区ビジョンまちづ

くり計画より、短期・中期に分け、毎年いくつかの主要項目を選び、市に

対し意見書などを提出できるような運営を望む。 

   ・協議する課題の選定及び会議の運営方法を検討する総務部会を、10 人程度

に増員してはどうか。 

   ・協議項目によっては、専門家との意見交換の場を設ける。 

   ・自治協議会の委員に現役世代や若者が少ない。それらの世代が参加できる

よう事業所へ協力依頼をしてはどうか。 
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区自治協議会の活動・運営における 
課題解決に向けた情報共有 

 

 

東区自治協議会 

 

 

5. 第 1部会 

（２） 区民アンケートについて 

  どのような目的や考え方が望ましいか 

・区内には若い人は沢山いるから、自治協議会にも若い人が入りやすくなる 

ように工夫をして、意見を取り入れられるようにするべきだと思う。 

・学校や地域がみんな一緒にやっていくことが大切だと思う。 

・地元愛を持ってもらえるように市として何か取り組むべきだと思う。 

・若い人だけでなく、高齢者が元気になることで、地域は元気になっていく 

と思う。 

 

  どのくらいの実施頻度がよいか 

・内容によって頻度はその都度検討すべきだと思う。 

 

6. 第２部会 

（２） 区民アンケートについて 

  どのような目的や考え方が望ましいか 

・ 漠然と東区愛を持っているが、強みや課題を明確に答えられる人は少ない

と思うので、それらを可視化するための実施には賛成。 

・ 区民が地域課題と手立てを考える契機となり、主体的にまちづくりに参画

するようになってくれると良い。 

・ これまでに実施した地域課題解決のための事業がどうだったのかを評価す

る視点もあって良いのではないか。 

・ 東区民自らが地域の魅力を改めて見つめ直す機会になるのではないか。 

 

  どのくらいの実施頻度がよいか 

・施策や事業に反映するのであれば、同じ人から、施策の実施前と実施後に 

どう変わったかを聞くべきではないか。 

 

・あまり頻繁にやってもアンケートから得られるものを活かしきれないと思 
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う。 

・アンケート作りが仕事になってしまう可能性もある。５年程度空けるのが 

適当ではないか。 

・東区に転入してくる方に、都度、アンケート協力を依頼してはどうか。 

 

 

7. 第 3部会 

（２） 区民アンケートについて 

  どのような目的や考え方が望ましいか 

・東区に住んでいることによって感じる「住みやすさ」を調査することで、

東区が持っている強みを抽出し、再認識することができると思う。 

・年代ごとに回答内容の傾向は分かれるため、あらかじめ年代ごとに細分化

を行った上で調査を実施すると良いと思う。 

・若い世代や現役で働いている世代が、これからの東区に何を求め、今何を

感じているかを知ることができるような調査にしたいと思う。 

 

  どのくらいの実施頻度がよいか 

・調査するテーマが大きい場合や意識調査を行う場合は、5 年や 10 年と 

いう長いスパンの調査が良いと思う。 

・特定の課題について調査する場合は、数年単位という比較的短いスパン 

での調査が良いと思う。 
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区自治協議会の活動・運営における 
課題解決に向けた情報共有 

 

中央区自治協議会 

 

１．区民アンケートについて【全部会共通】 

 住民に自治協議会の活動を認知してもらうことは、自分たちが住むまちをどうし

ていきたいか、どう変えていけばいいかを皆さんに考えていただくことにつながる

ものであり、アンケートを行うことで住民の皆さんがどう考えているかを知ること

が出来るので必要ではあると考える。 

 ただし、アンケートを行うにあたっては、単なる満足度を計るだけの設問ではア

ンケートを行う意味はなく、回答者の考えや意見をしっかりとすくい上げられるよ

うな設問を、専門家の意見を取り入れて設定しなければならない。 

また、アンケートの配布数や回答方法についても、「何のために行うアンケートな

のか」「アンケート結果をどのように活用するのか」など、目標を定め、その目標を

達成するために必要な配布対象（自治会長なのか無作為なのか）、配布枚数及び回収

目標枚数を決め、その回収目標枚数を達成しないと今後活用できる資料とはならず

アンケートを行う意味はないと考える。 

 

２．区民ニーズの把握方法について（区民アンケート以外） 

 〇自治会長も高齢化が進んでいることや、マンション・アパートが増え、ニーズ

の把握は難しくなっている。 

 〇各自治会長などが、どこまで住民ニーズを把握しているかを把握することがま

ずは必要ではないか。 

 〇若い人でも自治会活動に参加したい人がいるかもしれないが、どうやって参加

していいかわからない状況もあると思う。正確なニーズを把握するためには、

住民全員参加のアンケートが最も適しているのではないか。 

 〇第８期から「委員提案に基づく協議」を全体会議の中で行っている。各委員が

地域課題を吸い上げ、自治協議会で発信し意見交換をおこなうことが、住民の

意見・ニーズの把握に繋がるのではないか。区から提示された議題だけではな

く、委員発信のテーマで討議し、良い取り組みは選出母体に持ち帰り、取り込

んでいけると良い。 

 

３．自治協議会の認知度向上について  

【どのような取組で認知度を上げていくことが望ましいか】 

〇自治協議会は、市からの諮問機関としての役割と、地域課題の解決と情報共有
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の役割がある。地域課題の解決として、多様な主体と連携した取り組みを推進

し、区民や市民活動団体等がまちづくりに参画できる取り組みを自治協提案事

業等で実施することで、協働の要としての役割を果たすのではないか。 

 〇これまでの活動で、市民の生活に継続して直結しているものが見られない。自 

治協議会で協議した地域の問題を解決するための方策等を市に提案し、それが 

市民生活に形となって現れることで、自治協議会の存在が認知されるのではない 

か。そのためにはテーマを絞り、課題解決に向けた取り組みを集中的に行う方が 

良いのではないか。 

   

【認知度向上に関するその他意見】 

〇自治協議会は市と地域のつなぎ役として有効。組織として上手く機能している

時こそ認知度は低いものではないか。諮問機関というものは認知度で評価する

ものではなく、その役割を果たしているかが重要であり、自治協議会の存在を

区民に積極的にアピールする必要はあるのか。 

 

３．委員研修に盛り込むことが望ましい内容について 

【委員として活動していて困ったことはあったか】 

〇コロナ禍もあり、部会開催も出来ない月もあったため、意見をまとめたりする

ことが難しかった。 

〇全体会においては意見が少なく、時間も限られているため、意見を共有しにく

い。事前に部会で意見を出し、全体会では集約する形をとるなど、自治協議会

全体の運営のあり方、全体会・部会のあり方など、議論する必要がある。 

 

【委員としてもっと知りたいと思ったことは】 

〇各区の自治協議会における各部会活動等の取り組みについて 

〇全体会で意見聴取される事業についての事前学習会 

〇市や区の取り組みなどを理解したうえで、小規模のグループで意見交換を行

い、委員間で課題を共有したい。 

 

４．その他自治協運営について 

 〇自治協議会で意見聴取をおこなう議題や協議事項について、現行では全体会議

の数日前に資料が事前送付されているが、選出母体の意見を取りまとめる時間

がない。全体会議の際に翌月の議題について提示があれば、事前に選出母体に

周知し、意見を吸い上げることができ、議論の活性化に繋がるのではないか。 

 〇全体会について、毎月１回実施する必要があるのか。パターン化するのではな

く、ニーズに合った運営のやり方を検討すべき。 
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区自治協議会の活動・運営における 

課題解決に向けた情報共有 

 

江南区自治協議会 

 

 

１．目的 

 区自治協議会委員アンケートにより委員が感じている課題等が明らかとなり、今後

のより良い協働の仕組みづくりに役立てるため、課題意識が高かった項目等について

区自治協議会としての取り組みの方向性や意見をまとめ、次期委員に引き継ぐもの

（期が終わる際に作成する振り返り資料に掲載） 

 

 

２．アンケートで課題意識が高かった項目 

１位：自治協議会の認知度向上について  

２位：区民ニーズの把握方法について 

２位：幅広い年代の委員の確保 ⇒市民協働課が検討 

４位：地域課題の解決に向けた検討や話し合いの技術 

５位：委員としてのスキルアップ 

 

 

３．第９期での取り組みの方向性 

 （１）区自治協議会の認知度向上について（課題意識１位） 

 ●これまで、年間２回程度「江南区自治協議会通信」として区役所だより１面に自

治協議会の活動内容などを掲載するほか、新潟ハーフマラソン会場へブース出展

し、江南区のＰＲを行いました。引き続き区役所だよりやＷＥＢ、マスコミを活

用した広報など「江南区自治協議会」の露出を高めていくことが重要と考えます。 

●江南区自治協議会の各部会では、各地区のコミュニティ協議会と協力し事業を行

ってきました。（マップ作成やスポＧＯＭＩ大会など）コミュニティ協議会との連

携は区内各地域の特徴や課題の把握につながるとともに、事業を通じた区民の認

知度向上も期待できることからコミュニティ協議会や地域と連携した事業の実

施が望ましい。 
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（２）区民ニーズの把握方法について（課題意識２位） 

 ●江南区自治協議会では、令和２年度に環境・教育部会で区の現状や目指したい将

来の姿などについて中学生を対象にアンケートを実施しました。アンケートは区

民ニーズの把握の 1 つの手段ですが、調査目的をはっきりと決めて実施するこ

とが重要と考えます。 

 

（３）委員研修について（課題意識４位５位関連） 

 ●研修会やワークショップの場は委員同士のコミュニケーションが取れる一つの

手段となり、自治協議会の活性化につながることから実施する方が望ましい。 
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区自治協議会の活動・運営における 

課題解決に向けた情報共有 

 

秋葉区自治協議会 

 

秋葉区自治協議会では、委員より４つのテーマの中から１つ選択してもらい、各テ

ーマに分かれて、ワークショップ形式で意見抽出を実施しました。 

 

1． 区民アンケートについて 

（メンバー：小山委員、田中委員、坂上委員、佐々木委員、金子委員） 

（1）目的について 

・区民のニーズに応えるもの・区民の実態を把握するものがよい 

 

（2）方法について 

・多様な世代（中学生以上にするなど）からの声を集める 

・比較できるように、全区共通の質問項目を設ける 

・アンケートに答えるとクーポンがもらえる等、回答率をあげる 

 

（3）活用について 

・アンケートを活かすプロジェクトはあるか検討 

・アンケートのための部会を設置、アンケート結果を全体で話し合う場を設ける 

・秋葉区の住みやすさ改善などまちづくりにつなげる 

 

（4）具体例 

・秋葉区の良いところを明らかにするアンケート 

・特徴、傾向などの実態を明らかにするアンケート 

   

2． 区民ニーズの把握について 

（メンバー：青木委員、野瀬山委員、伊藤（治）委員、五十嵐委員、 

伊藤（直）委員、土田委員）  

（1） 現状 

・自治協議会は平日の日中開催 

・毎月会議を行い地域のニーズを把握 

 

（2）どんな人の意見が必要か 

・色々な年代、子ども、女性 
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（3）自治協議会として区民ニーズを把握するには 

・色々な年代が参加しやすいように自治協議会を土日や夜間に開催 

・学校で時間を作って意見を出してもらう 

・直接コミュニケーション：学校へ行く・飲む機会 

・それぞれの委員がそれぞれの活動を通じて自分の立場、現場で意見を聞く 

 

3．自治協議会の認知度向上について 

（メンバー：長谷川（隆）委員、坂口委員、荒井委員、坂井委員、 

花水委員、大貫委員） 

（1）現状 

・「ひな・お宝めぐり」をしているが、誰がやっているのかわからない 

 

（2） どのような取組で認知度を上げていくのが望ましいか 

  ・自治協議会主催をアピール 

（開催会場の入口に看板設置、自治協議会主催事業で名札着用、お金をかけて 

プレゼント作戦） 

・新津松阪流しへの積極的参加 

・自治協議会事業の取材に入ってもらい、参加者の意見も拾い放送してもらう 

 

4．研修に盛り込むことが望ましい内容について 

（メンバー：蓮沼委員、加納委員、佐藤委員、木村委員） 

（1）自治協活動においてわからないこと、困ったこと等 

・自治協議会の役割がわからない 

・特色ある区づくり予算、提案事業がよくわからない 

 

（2）研修に盛り込むことが望ましい内容について 

●基礎知識が学べる内容 

・自治協委員の役割、行政の取組み、住民ニーズ 

●現状（物・場所・取組み）がわかる内容 

・実際に見に行き、秋葉区のよいところ悪いところを知る（フィールドワーク） 

●課題がわかる内容 

・市区の課題に関する内容 ・課題に対する対応、問題解決のスキル 

●課題解決の取組みがわかる内容 

・先進事例の紹介     ・提案事業への反映 

・区の特色で継続なのか、統合していくのかを検討できる内容 

●基礎→現状把握→課題→課題解決をシステム化した研修内容にする 
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区自治協議会の活動・運営における 
課題解決に向けた情報共有 

 

南区自治協議会 

 

1. 第 1部会 

（１） 住民の意見・ニーズの把握方法 

  どのようにして地域の声の把握をしてきたか 

・コミ協の事務局から。 

・コミ協内での毎月の定例役員会で。 

・地域での活動の中で。 

・選出母体は関係なく人とのつながりの中から。 

・役所との情報交換で。 

・選出母体から意見を集約することは難しい。 

 

  区民アンケートはやったほうがよいか 

・やったほうがよい ６名  やらない方がよい ２名 

 

  区民アンケートをやるとしたらどのような内容が適切か 

・結果を自治協の活動に生かせる内容。 

・自治協委員として住民のニーズ把握ができる内容。 

・自治協の存在、役割について認知度の確認。 

・自治協議会運営指針についての意見。 

・区民目線での自治協議会のあるべき姿。 

・若者の意見を取り入れるため、SNS を活用する。 

 

  アンケートの対象者は誰が適切か 

・対象者を限定する。（例）学童保育の保護者を対象として、女性の意見を吸

い上げる。 

・コミ協の役員や自治会長を対象とする。 

 

2. 第２部会 

（１） 区自治協議会の認知度向上について 

  認知度向上の必要性について（認知度が低いデメリット） 

・活動する際に「自治協とは何か」という説明からする必要がある。 

・自治協議会についての理解が図られていないと、事業への理解も進まない。 

・自治会や他の協議会と混同される（「○○協議会」はたくさんある）。 

 
  なぜ認知度が低いのか 

・どのような活動をしているのか理解されていない。 

・自治協議会が何をする団体なのか分からない（委員自身もよく理解していな

い）。 

・自治協で議論されていることが地域にフィードバックされていない。 

 

  どのようにして認知度を上げればよいか 
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・分かりやすい名称や組織図を作成する。 

・オブザーバーなどで、大勢の人から参加してもらう機会を増やす。 

・事業の実施は認知度を上げる良い機会なので、PR に工夫する。 

・選出母体に議事録を共有する。 

・選出母体で自治協の報告を議題にして共有する。 

・学校との連携をすすめ、子どもや保護者への認知度を上げる。 

・地元企業から協力してもらい、社員から参加してもらう。 

・事業成果を PR する。 

 

  認知度向上の効果 

・区民と行政の協働の要である、自治協議会の認知度が向上することにより、

区づくりが進むことが期待できる。 

・委員を通じて区民の意見が多く届き、区づくりに活かすことができる。 

 

  その他 

・自治協の活動が評価されると嬉しい。 

 

3. 第 3部会 

（１） 委員研修に盛り込むことが望ましい内容について 

  活動していて困ったこと 

・区内の地域活動の実態を把握するのが難しい。 

・自治協委員としての活動と地域のニーズがあっているか不安を感じる。 

・自治協のことをしっかりと理解していないため、根拠をもって活動できない。 

・選出母体へフィードバックすることが難しい。 

・選出母体から意見を集約することが難しい。 

・マスクを着用しての活動だったので、表情が分かりづらい。また、親睦が図 

りづらい。 

・地元の人の自治協に対する関心に温度差がある。 

 

  どのような知識や能力があると活動しやすかったか 
・南区の各地域の実態が把握できている。 

・区役所との深いつながりがある（区に各コミ協の担当職員がいると良い）。 

・区の施策への十分な理解がある。 

 

  どのような研修をするとよいか 

・地域の実態を理解するための現地視察研修を実施する。 

・地域活動やまちサポ事業へ参加する。 

・「自治協とは何か」が分かる初任者研修（市全体で）。 

・楽しく、分かりやすい仕掛けがあるとよい。 

 

  その他 

・「自治協協力員」制度をつくり、大学生など多様な人からスポット的に会の

活動に参加してもらう。 

・多様な人から参加してもらうためには「平日日中」の会議開催を再考する必 

要がある。 



132 
 

区自治協議会の活動・運営における 
課題解決に向けた情報共有 

 

 

西区自治協議会 

 

 

1. 第 1部会 

（１） 区自治協議会の認知度向上について 

  認知度を向上するために必要なことはなにか 

・委員が、自治協議会で得た情報を所属団体へフィードバックすることで、 

「自治協議会」の活動が広まり認知度向上につながるのではないか 

・自治協議会の活動は、委員と区役所とで完結するものが多いため、地域住 

民も巻き込んだ活動が必要である 

      ・自治協議会発足から１６年が経った今になって認知度向上を議論するのは 

違うのではないか 

 

（２） 住民の意見・ニーズ把握方法について 

   ・委員の所属団体へフィードバックを行っても、地域住民にまでその情報が 

    浸透しているとはいえず、自治協議会委員が地域の意見を吸い上げるのは 

困難である 

 

 

2. 第 2部会 

（１） 区自治協議会の認知度向上について 

  認知度を向上するために必要なことはなにか 

・「区自治協議会」という文字をあらゆる場面でＰＲしていく必要がある 

・関心がないと記憶に残らないので、「区自治協議会」に関わる人を増やす 

・区自治協議会が今以上に「主体」として活動しリーダーシップをとれば、 

 おのずと認知度があがる 

 

（２） 住民の意見・ニーズ把握方法について 

  どのような手法が考えられるか 

・地域コミュニティ協議会では全戸配布を利用して調査した例がある 

・調査する年代によっては、学校などの教育機関に協力を依頼したほうが 

よい 
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  ニーズ把握の進め方について 

・調査したいテーマ・課題によって手法が異なるため、調査内容が確定して 

 からニーズ把握調査は進む 

・行政で多くの調査を実施してきているため、既存のデータを活用してそこ 

 からニーズを把握できるのではないか 

 

 

3. 第 3部会 

（１） 区自治協議会の認知度向上について 

  認知度を向上するために必要なことはなにか 

   ・若い世代の自治協議会への参加を呼び掛けるため、夜間の開催を検討する 
 
（２） 住民の意見・ニーズ把握方法について 

  どのような手法が考えられるか 

      ・自治協議会委員とコミュニティ協議会会長とで意見交換（情報共有）の場 

    を設ける 

   ・まちづくりのためのワークショップを定期的に開催する 

 
  ニーズ把握の進め方について 

   ・自身が所属する部会以外の委員とも積極的にコミュニケーションをとるこ

とで、地域課題の把握につながるのではないか 
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区自治協議会の活動・運営における 
課題解決に向けた情報共有 

 

 

西蒲区自治協議会 

 

 

1. 総務部会 

（１） 自治協議会の運営について 

  自治協議会への参加について 

・若い世代、就労している人が参加しやすくなるよう、土日・夕方の開催を 

検討するべき。 

    ・日にち、曜日、時間帯を分けて、グループごとに開催してもいいのでは 

    ・1 度でもいいので開催曜日、時間帯を変更してほしい。 

 

  発言のしやすい環境づくりについて 

・年度途中の委員交代で、新たに参加した委員へのフォローアップが足りな 

い。 

    ・事務局の説明の時間が長い。意見交換の時間を充実するべき。 

    ・委員 30 名の本会議で発言をするには勇気がいる。そこを理解した運営が 

必要。 

 

 

2. 保健福祉部会 

（１） 委員研修に盛り込むことが望ましい内容について 

  委員として活動するためのスキルの取得 

    ・専門外のスキルを取得する必要性を感じた。 

     ・自治協議会が区に対しどのようなことができるのか知りたかった。 

     ・事例研究により、委員提案でやれる活動を知りたかった。 

 

  地域課題解決に向けたスキルの取得 

     ・居住地のことはよく分かるが、居住地以外の風習や文化などがよく分から 

ず、発言ができなかった。 

     ・地域課題の共有を図る機会をもっと設けるべきだった。 
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3. まちづくり・産業部会 

（１） 区民アンケートについて 

  区民アンケートの実施について 

・区民を対象とした無作為抽出のアンケートでは有意義な回答を得るのは難 

しい。 

    ・幅広く、抽象的な質問項目では実現不可能な回答も多く出てくる。 

    ・もしアンケートを実施するのであれば、やりたい事業を絞るなど特化した 

アンケートにするべき。 

 

  アンケート以外の意見聴取方法について 

・以前、西蒲区自治協提案事業で実施した「角田山灯台からの流しそうめ 

ん」は小学生が発案したものであった。このような柔軟な発想を取りいれ 

てもいいのではないか。 

    ・流しそうめんは夏休み期間を活用して、小学生が実際に西蒲区の各所を巡 

     り発案したものであった。実際に現場を見ることで発想できるものもある 

のではないか。 

    ・幅広い世代を対象としたワークショップの開催。 

    ・所属団体では、大学生との連携により新たな取り組みに発展する事業があ 

った。 

 

 


